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全国
大会

萩・石見空港マラソン
10月16日（日） 開催

この日はあいにくの曇り空でしたが、第９回萩・石見空港マラソン全国大会が今年も盛大に開催されました。北海道
から沖縄まで、全国各地から 3,186 組のランナーが萩・石見空港に集結。今年は益田市の国際姉妹都市でもある中
国・寧波市からも 10 名のランナーを迎えました。
号砲とともに種目別にスタート。秋の風を感じながら滑走路を駆け抜けました。
また、県立万葉公園では “ マラソンフェスタ ” を同時開催。多くの人でにぎわいました。

ゲストランナーの小林祐梨子さんと、
招待選手の池淵智紀さん。

今年もみんなに会えてうれし
かったビュン！
来年も待ってるビュン！

今回も、中学生・高校生を
はじめ、約 770 人の市民
の 皆 さ ん にサポート・ス
タッフとしてお手伝いい
ただきました。また、沿道
からもたくさんの声援を
おくっていただきました。
大会運営へのご協力、あ
りがとうございました。

大会の様子や情報がご覧い
ただけます。（今大会の結果をアップしました）

▶萩・石見空港マラソン
　全国大会公式ページ

萩・石見空港マラソン全国大会
マスコットキャラクター空

そ ら ん

run
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No.74

市内3病院の従事者紹介コーナー vol.21

市地域医療対策室　☎ 31-0213

　　　　 Ｑ1． 現在の職業を目指すきっかけは？
「少年たち」というドラマを観て、人の心によりそう職業があると知りました。漠然
とした興味が細く長く続いた結果、今の自分になりました。

Ｑ2． この仕事のやりがいについて
難しさもありますが、経験する全てが仕事の糧になるところに魅力を感じています。

Ｑ3． 益田で生活することについて、または仕事以外での楽しみは？
喫茶店で本を読むことです。最近読んだ本は「夜と霧の隅で」と「城」。いつも数冊
並行して読むため、なかなか進みません。

Ｑ4． 最後に伝えたいことをひとこと
患者さんから学んだことを、患者さんに還元していけたらと思っています。

★このコーナーでは市内 3 病院（益田赤十字病院、医師会病院、松ヶ丘病院）の医療従事者を紹介します。

　松ヶ丘病院

松本 有
ゆ か

加 さん

（臨床心理士）

『救急の日』周知に対する市民啓発活動に取組みました！

地域医療を守り・育てる住民活動全国シンポジウムに参加しました！

　9月9日㈮に市内 3 カ所の商業施設で『救急の日』に対する街頭活動を行いました。消
防職員、市内 3 病院の職員、石見高等看護学院の学生および関係者（市議会、市民の会、
保健所、益田市）ら 60 名が参加して、益田広域消防本部における救急車の出動件数・搬

送人員数の状況を掲載したチ
ラシ等を配布しました。
　救急車の出動件数・搬送人員
数は、年々増加傾向です。この
ままだと、本当に緊急を要し、
救急車が必要な方への対応が遅れてしまう可能性があり、また、
救急医療に従事している方の負担がさらに増えてしまいます。
　救急車の適正利用をこころがけ、場合によっては、ますだ健
康ダイヤル 24 や島根県小児救急電話相談（♯ 8000）、益田市
休日応急診療所を利用するなど、市民の皆さんのご理解とご協
力をお願いします。

　10月15日㈯・16日㈰に、東京都で「地域医療を守り・育てる住民活動全国シン
ポジウム」が開催され、益田市からは「益田の医療を守る市民の会」の皆さんが参加
し、福場副会長が益田市の取組について発表しました。
　このシンポジウムは、地域医療の課題を解決するには、地域住民の理解や協力など
の「住民の力」や、住民の主体的活動が重要であることを共通の認識とすること、住
民と地方自治体行政との相互理解・協働が不可欠であることの認識を共有し、また、
そのような住民の団体（住民グループ・ＮＰＯ法人等）が全国的な連携をとれるよう
なネットワークづくりを目的としていて、今年で 8 回目の開催でした。
　今後も全国の取組を参考にしながら、益田の地域医療の充実を図っていきます。
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師
走
の
音
楽
と
い
え
ば
、
い
く
つ
か
の

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
に
﹁
第
九
﹂。
年
の
瀬

に
な
る
と
演
奏
や
放
送
が
立
て
こ
む
こ
と

か
ら
、﹁
第
九
﹂
は
冬
の
季
語
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ヴ
ァ
ン
・
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
九
番
は
、﹁
楽
聖
﹂
の

最
後
の
交
響
曲
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
人

類
史
上
も
っ
と
も
偉
大
な
音
楽
作
品
の
一

つ
と
さ
れ
ま
す
。
し
ば
し
ば
﹃
合
唱
付
き
﹄

と
い
う
副
題
を
伴
う
の
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
第
４
楽
章
に
合
唱
が
登
場
す
る
た
め

で
す
。
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ

ラ
ー
の
詩
﹃
歓
喜
に
寄
す
﹄
に
感
動
し
、
こ

れ
に
曲
を
付
け
る
こ
と
を
思
い
立
っ
た
の

は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
22
歳
の
と
き
で

し
た
。
こ
れ
を
一
世
一
代
の
傑
作
に
お
い

て
実
現
し
た
の
は
54
歳
、
実
に
三
十
年
越

し
の
宿
願
を
叶
え
た
わ
け
で
す
。

　

こ
の
偉
業
は
そ
の
後
の
音
楽
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
特
に
、
交
響
曲
に
求

め
ら
れ
る
水
準
が
極
め
て
高
く
な
り
、
そ

れ
ま
で
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
ハ
イ
ド
ン
の

よ
う
に
交
響
曲
を
二
桁
も
三
桁
も
多
作
す

る
作
曲
家
は
稀
に
し
か
現
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
加
え
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
以
降
、

交
響
曲
の
大
家
が
こ
と
ご
と
く
第
十
番
完

成
の
前
に
世
を
去
っ
た
こ
と
か
ら
、﹁
第
九

を
作
る
と
死
ぬ
﹂
と
い
う
迷
信
ま
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
お
び
え
た
マ
ー
ラ
ー

は
、
第
八
番
の
次
の
交
響
曲
を
﹃
大
地
の

歌
﹄
と
名
付
け
ま
す
が
、
続
い
て
第
九
番
を

世
に
出
し
た
の
が
災
い
し
た
の
か
、
次
の

第
十
番
作
曲
の
半
ば
で
つ
い
に
息
絶
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｄ
︵
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
︶

の
直
径
を
12
㎝
と
し
た
の
は
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
第
九
の
演
奏
時
間
を
考
慮
し
た

結
果
と
い
う
説
が
有
力
で
す
。
そ
の
後
、

光
デ
ィ
ス
ク
の
技
術
は
ど
ん
ど
ん
発
達
し
、

第
二
世
代
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
第
三
世
代
の
ブ

ル
ー
レ
イ
と
飛
躍
的
に
大
容
量
化
が
進
み

ま
す
が
、
直
径
に
つ
い
て
は
不
変
で
す
。

　

比
類
な
き
音
楽
の
才
能
と
聴
力
を
失
う

と
い
う
致
命
的
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
、

そ
の
両
方
が
一
個
人
の
中
に
宿
っ
た
の
は

余
り
に
苛
酷
な
境
遇
に
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
そ
れ
こ
そ
が
、
後
世
の
人
々
に
も
感

動
と
勇
気
を
与
え
続
け
る
﹁
苦
悩
と
闘
争

か
ら
、
勝
利
と
歓
喜
へ
﹂
と
い
う
劇
的
な
展

開
を
創
造
さ
せ
る
た
め
に
天
が
与
え
た
試

練
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

益
田
﹁
中
世
の
食
﹂
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、平
成
20
年
よ
り
﹁
益
田
家
文
書
﹂
に

記
載
の
あ
る
約
4
5
0
年
前
の
祝
膳
の
再

現
を
通
じ
、
商
品
開
発
、
食
提
供
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
各
種
ツ
ア
ー
対
応
、
ふ
る
さ
と
教

育
の
出
前
授
業
等
、さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
に
一
定
の
評
価
を
得
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
も
っ
と
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
増
や
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。
当
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
今
春
よ
り
主
に
食
提
供

等
の
お
も
て
な
し
を
す
る
女
子
チ
ー
ム
を

発
足
さ
せ
、
研
修
を
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。

　

去
る
10
月
22
日
、
東
町
の
萬
福
寺
で
開

催
さ
れ
た
能
楽
と
食
の
イ
ベ
ン
ト
﹁
よ
み

が
え
る
戦
国
の
宴
﹂
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
女
子
チ
ー
ム
を
中
心
に
食
提
供
を
行

い
、好
評
を
得
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
女
子

チ
ー
ム
の
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
市

民
参
加
型
の
お
も
て
な
し
ス
タ
ッ
フ
を
養

成
し
た
う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
こ

た
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
食
の
再
現
活
動
に
関
し
て
は
、
ひ

と
と
お
り
の
考
察
を
提
示
し
て
き
て
は
い

ま
し
た
が
、
レ
プ
リ
カ
の
作
成
に
関
し
て

は
、
部
分
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
2

月
の
歴
食
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
あ
わ
せ
、
古

文
書
に
あ
る
﹁
中
世
の
食
﹂
す
べ
て
の
レ

プ
リ
カ
作
成
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
会
場

で
の
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
は
益
田
市
を
拠
点
と
し
た
活

動
が
中
心
で
し
た
が
、
一
昨
年
よ
り
山
口

市
が
基
点
の
﹁
歴
食
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
﹂
の
活

動
の
輪
に
加
わ
り
、
全
国
の
﹁
歴
食
﹂
と

の
交
流
や
、﹁
歴
食
﹂
を
広
め
る
活
動
も
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
﹁
歴
食
﹂
と
は
歴
史
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
を

有
し
た
価
値
あ
る
食
、
と
い
う
定
義
で
す
。

全
国
の
﹁
歴
食
﹂
の
事
例
に
触
れ
る
と
、そ

の
多
様
性
や
可
能
性
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

ま
た
そ
れ
ら
事
例
と
の
比
較
に
よ
り
益
田

の
﹁
中
世
の
食
﹂
の
す
ば
ら
し
さ
や
可
能

性
に
つ
い
て
改
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

歴
食
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ミ
ッ
ト
に
、
よ
り

多
く
の
市
民
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

ふ
る
さ
と
益
田
の
食
文
化
の
す
ば
ら
し
さ

に
つ
い
て
実
感
し
て
い
た
だ
く
絶
好
の
機

会
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

︵	

益
田
﹁
中
世
の
食
﹂
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト		

岩
井
賢
朗
︶

歴食 JAPANサミット in 益田特集（全７回）

  第4回  益田「中世の食」再現プロジェクトについて
【問い合わせ先】 
　	市観光交流課　☎ 31-0331

【10 月 22 日開催「よみがえる戦国の宴」会場の様子】
当日はおもてなし女子チームが「中世の食」を提供。
女子チームは 3月から研修を重ねており、益田市なら
ではのおもてなしスタイルでお客様をお迎えします。
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「体の芯まで温まる」と大好評です

双方とも一歩も譲らない熱戦！

益田市の「安全・安心」を支えます

現場の様子に興味津津！貴重な体験でした

10/20

10/27

エンジョイ・スポーツますだ開催！

ゆず湯が始まりました！

「災害時における一時避難所に
　 関する協定」を締結しました！

山陰道の工事現場を見学しました

　株式会社キヌヤとの「災害時における一時避難所に
関する協定」の調印式を行いました。この協定は益田
市内で地震、風水害等による大規模な災害が発生した
場合に備え、キヌヤ益田ショッピングセンター 2 階パ
ブリックスペースを一時避難所として活用すること
としたもので、ショッピングセンター自体を避難所と
して活用することは県内初の試みです。

　昨年 11 月に起工した山陰道　三隅・益田道路の新
津田川橋（仮称）工事現場では、現在橋脚の工事が進ん
でいます。この日、安田小学校 4 年生の児童の皆さん
が、普段目にすることのない、深く掘られた穴の中に
大きな鉄筋が立っている様子を見学しました。国土交
通省の方にたくさん質問し、楽しく有意義な見学にな
りました。

　益田運動公園各施設において「エンジョイ・スポーツ
ますだ」が開催されました。子どもから大人までさま
ざまな年代の参加者が、色々なスポーツやレクリエー
ションを体験したり競技したりと、スポーツの秋を楽
しみました。恒例の小学生相撲では、力自慢の子ども
たちが大歓声のなか真剣勝負を繰り広げていました。

　美都温泉「湯元館」では、10月25日㈫から露天
風呂の湯船にゆずを入れたゆず湯のサービスが始ま
りました。ゆず湯の習慣は江戸時代頃に始まり、「ゆ
ず湯に入れば風邪をひかない」といわれています。
　良質な地元産のゆずを使い、冬至の前日に当たる
12月20日㈫まで、毎週火曜日に実施される予定です。

10/8 10
～

10/25
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シリーズ
「地域づくりを考える」vol.7

～真砂地区の取組紹介～

　真砂地区では、保育園児・小中学生・高校生や
若者と住民一人一人が、元気で生活し、学び続け
るための「地域力」の向上をめざしています。 
　地域活動の基軸である食育活動を通して“ふる
さとを熱く語れる”子どもたちの育成・支援に努
めるとともに、「誰もが住んでいてよかったと思
えるふるさとづくり」に取組みたいと思います。

［会長　大庭  完］

★地域づくりのテーマ
　「食育」と「福祉」を基軸に、
  　  誰もが住んでいてよかったと思えるふるさとづくり

★地区の概要 
　【地区の現況】（平成 28 年 8 月末日現在） 
　◆人　口：392 名　（高齢化率：52.6％　177 世帯）
　◆自治会：10　◆面　積：29.72㎢
　◆市内より約 15㎞（車で約 20 分）

　【地区の魅力】
寒暖差のある気候と清涼な水、地区名の由来である真砂土を含ん
だ土壌等が米づくりに適しているとされ、中世の時代より益田市
の米どころとして農業を中心に栄えてきました。平成 23 年より

「公民館・学校・地域商社」の協働による食育を基軸とした地域
づくりに励んでおり、さらに平成 26 年からは真砂保育園による
高齢者の見守りと園児の健全保育を兼ねた『里山保育』の取組を
行い、市内外の子育て世代等の注目を集めています。

　【地区の課題】
少子高齢化・人口減少・荒廃農地の増加や農業の後継者不足等の中山間地域が抱えるさまざまな問題が集積してお
り、特に圏内に商店や飲食店が無いことから交通弱者対策の検討、および使用可能な空き家が極めて少なく移住希望
者等の受入れが困難なことから、住宅の整備等が急務となっています。 

★地域の魅力化に向けた取組
　◆西洋野菜の栽培実験事業
　　　　→   新たな特産品づくりを目的とし、市内飲食店のシェフに
  アドバイスをいただきながら、耕作放棄地（田んぼ）でも育成可能な「マコモダケ」や、カラフルな西洋野

菜の栽培実験をしています。
　◆自主防災団体設立委員会
　　　　→  自治会と協力しながら、要援護者リストや防災マップを作成し、真砂ならではの普段の見守り等、「福祉」に

重きを置いた自主防災団体の設立に向け協議中です。
　◆交流拠点整備事業
　　　　→  地域住民による飲食の提供、特産品の販売、語り合いの場の提供など、地区内外の交流や小さな経済活動を

目的とした拠点として、地域の空き施設を改装し、来春のグランドオープンに向けて運営方法を模索中です。

＜団体長メッセージ＞

★地域自治組織の概要
　【組織の名称】　地域自治組織「ときめきの里　真砂」 

　【構成】
　 会長 1 名、副会長 2 名、監事 2 名、会計・事務局長 1 名

　◆きらめき部会（男性 7 名、女性 1 名） 
　◆支え合い部会（男性 3 名、女性 5 名） 
　◆学び合い部会（男性 5 名、女性 3 名） 
　◆きずな部会　 （男性 8 名、女性 5 名）

地
区
振
興
セ
ン
タ
ー

地
区
連
合
自
治
会

地
区
社
会
福
祉
協
議
会

ときめきの里　真砂

総　会

役員会

地区住民・各種団体

代議員

会長・副会長
各部会長・会計・事務局長

きらめき
部会
部会長
副部会長
運営委員

支え合い
部会
部会長
副部会長
運営委員

学び合い
部会
部会長
副部会長
運営委員

きずな
部会
部会長
副部会長
運営委員

事務局サポート【組織図】
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★ こんな地域づくりを行なっています

【保育所給食食材提供】
市内４保育所と提携し、自然酵母で安心
安全な真砂の野菜を給食食材として提供。
登録農家は約 40戸。週 2回公民館で集出
荷。高齢生産者にとっては、収入面だけで
なく自分の作った野菜を園児に食べても
らえることが生きがいとなっています。

【土づくり研修会】
野菜の品質と生産力向上のため、生産者
に対して土づくり研修会を行なってい
ます。座学と実習をあわせた、効果的で
実践的な内容が好評の研修会です。

【ふれあいバスツアー】
圏内に商店や飲食店がないため、運転免
許を持たない買い物弱者（主に 70 代～
高齢女性）対策として試行運転中。
デイサービス車両の空いている時間を
利活用し、市内大型スーパーまでの送迎
を、月 6 回 2 コースで行なっています。

【波田城跡地整備】
子どもの遊び場づくりと地域内外の親
子交流などを目的に波田城跡地を整備
し、地元大工さんを講師としてワーク
ショップ形式でツリーハウス等を制作
しています。

【里山保育】
真砂保育園が行なっている里山保育は、「地
域全体が園庭」「住民全員が保育士」がモッ
トー。圏内集落を順に訪れ、地域住民と共
に食事をとりながら交流する取組（１回／
月）を行なっており、園児による独居老人な
ど高齢者の見守り活動にもなっています。

【情報発信】
SNS（Facebook）を地域全体（公民館・
保育園・小中学校・地域商社）で管理し、
日々の情報を多角的に発信しています。

（平均アクセス数：約 1,500 ／日）

ときめきの里　真砂
〒 698-0411　波田町イ 538-1（真砂地区振興センター内 ）TEL/FAX　26-0002

ホームページ　http://masagoplus.jp/　　Facebook　https://www.facebook.com/masagoplus/

〔期間〕 12月10日～平成29年3月25日
	 毎週土曜日開催
	 開場／ 19：00　開演／ 19：30
　	 終演／ 21：00

〔場所〕 益田駅前ビルＥＡＧＡ３階　大ホール
〔料金〕 高校生以上 500 円（中学生以下無料）
	 ※ 10 人以上の団体は 400 円／人

〔サービス企画〕
 神楽衣裳試着体験や神楽グッズ抽選会、さら
に神楽と一緒に記念撮影会や、各種割引のあ
るサービス day もあります。

〔問い合わせ〕
益田市観光協会　☎ 22-7120

～今宵、集まりし神々の舞～
「石見の夜神楽益田公演～今宵、集まりし神々の舞～」の下期公演が 12月からスタートします。

石見の夜神楽益田公演

開催日 演	目 社	中
10 日 大和／大蛇 石見神楽	久々茂保存会
17日 鵺取り／大蛇 道川神楽社中
24日 恵比須／日本武尊 横田神楽社中
7日 恵比須／大江山 丸茂神楽社中
14日 道返し／大蛇 三谷神楽社中
21日 八十神／恵比須 石見神楽保存会	久城社中
28日 鐘馗／大蛇 種神楽保存会
4日 恵比須／日本武尊 石見神楽左鐙社中（津和野町）
11日 頼政／大蛇 真砂神楽保存会
18日 恵比須／大江山 梅月神遊座
25日 妖怪蜘蛛／大蛇 髙津神楽社中
4日 塵輪／道返し 横田神楽社中
11日 鈴ヶ山／大蛇 石見神楽	上吉田保存会
18日 大江山／大蛇 白谷神楽社中（吉賀町）
25日 塵輪／大蛇 津田神楽社中

2
月

12
月

3
月

1
月
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せ

み
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ば
ち
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飼
育
届
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提
出
し
て
く
だ
さ
い

e︲

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）
で

電
子
証
明
書
を
ご
利
用
の

方
へ

　

は
ち
み
つ
な
ど
を
適
正
に
増
産

す
る
た
め
、
養
蜂
振
興
法
と
い
う

法
律
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
み
つ

ば
ち
を
飼
う
方
は
、
毎
年
、「
み
つ

ば
ち
飼
育
届
」
を
提
出
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。（
た
だ
し
、花
粉
交

配
な
ど
で
一
時
的
に
飼
う
場
合
は

提
出
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

※ 

近
年
、
み
つ
ば
ち
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
み
つ

ば
ち
を
飼
育
す
る
場
合
は
、
周

囲
の
環
境
に
配
慮
し
て
適
正
に

飼
育
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

提
出
期
間
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成
29
年
1
月
6
日
㈮
〜

　

20
日
㈮
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市
農
業
振
興
課

　
　

☎
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0
3
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確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
e 

-Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申

告
）
を
利
用
す
る
た
め
に
は
電
子

証
明
書（
署
名
用
電
子
証
明
書
）が

必
要
で
す
。
電
子
証
明
書
に
は
有

効
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自

身
の
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限

が
過
ぎ
た
電
子
証
明
書
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
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規
に
取
得
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
規
に
電
子
証
明
書
を
取
得
す

る
た
め
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
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が
必
要
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
交
付
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で
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２
カ
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程
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か
る
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あ
り
ま
す
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で
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に
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し
て
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い
。
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取
得
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つ
い
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し
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民
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で
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合
わ
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だ
さ
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。
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除
雪
作
業
を
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す
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焼
却
場
の
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と

お
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縦
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。

　

な
お
、
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計
画
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変
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案
に
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い
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意
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の
あ
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縦
覧
期
間
満
了
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に
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を
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出
す
る
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と
が
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ま
す
。

︹
都
市
計
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︺
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計
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吉
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更
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計
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却
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掃
工
場
の
廃
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縦
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︹
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︺
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︺
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計
画
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園
、
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の
変
更

案
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縦
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雪
時
の
お
願
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ッ
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ヤ
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イ
ヤ
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ー
ン
の
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を
お
願
い
し

ま
す
。

☆ 

除
雪
作
業
は
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朝
暗
い
う
ち
か

ら
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
作

業
の
妨
げ
に
な
る
路
上
駐
車
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や
め
て
く
だ
さ
い
。
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現
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を
通
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す
る
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す
か
ら
、
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中
の
除

雪
車
両
に
近
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な
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。
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下
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に
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て
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す
る
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。

☆ 

道
路
沿
い
の
物
件
は
、
除
雪
作

業
に
よ
り
破
損
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
雪
に
埋
も
れ
て
も

分
か
る
よ
う
に
赤
い
目
印
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。

☆ 

雪
の
重
み
で
、
民
地
の
樹
が
道

路
の
中
に
た
れ
下
が
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れ
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す
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確
定
申
告
用
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
る
保
険
料

（
税
）納
付
済
証
明
書
を
送
付

し
ま
す

◎
送
付
予
定
日　

 

　

平
成
29
年
1
月
中
旬

　

対
象
者
の
方
に
ハ
ガ
キ
で
郵
送

し
ま
す
。

　

平
成
28
年
中
に
納
付
し
た
国
民

健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
は
、

所
得
税
や
市
県
民
税
の
申
告
に
お

い
て
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
は
こ
の
証
明
書
も
し
く
は
領

収
書
が
必
要
で
す
の
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
末
調
整
で
必
要
な
方
は
窓
口

で
交
付
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
特
別
徴
収
の
納
税
義
務
者
の
方

　

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）で
納

付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
日
本
年
金

機
構
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
源

泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯
の

市
税
の
納
付
は

　
　
　

口
座
振
替
を
！

林
業
退
職
金
共
済
制
度

　
　
　
　
　
（
林
退
共
）

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
で
は
、
林
退
共
制
度
に

加
入
し
て
い
た
が
、
退
職
金
を
ま

だ
受
取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て

い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入

し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ

い
て
も
お
調
べ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
羅
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
様
に
対

し
、
各
種
手
続（
共
済
手
帳
の
紛

失
、退
職
金
の
請
求
等
）の
必
要
が

生
じ
た
場
合
は
、
可
能
な
範
囲
に

お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
先
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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立
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人
勤
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退
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共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
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部
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1
7
0
-8
0
5
5　

東
京
都

豊
島
区
東
池
袋
1
-24
-1

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

　

☎
03
・
6
7
3
1
・
2
8
8
7

　

03
・
6
7
3
1
・
2
8
9
0

※ 
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

益田市成人式
平成29年1月2日（月・振） 13：30～

（受付・開場�13：00 ～）

会　場 グラントワ 大ホール
対象者  平成8年（1996年）4月2日～
  平成9年（1997年）4月1日に生まれた方

　案内はがきや住民票の有無、現在お住まいの住所
等に関わらず、新成人の方はどなたでも参加できま
すので、お誘い合わせのうえご出席ください。
　多くの新成人の方の出席をお待ちしています。
※当日、案内はがきは必要ありません。
　また、成人式の出席に関する事前連絡は不要です。

　問�市社会教育課  ☎ 31-0622　 31-0641

所
得
な
ど
に
応
じ
て
算
定
す
る
た

め
、
世
帯
全
員
の
所
得
申
告
が
必

要
で
す
。

★
保
険
税
の
減
額

　

保
険
税
額
を
算
定
す
る
際
に
、

法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
所
得
基

準
を
下
回
る
世
帯
は
、
保
険
税
を

軽
減
で
き
ま
す
。（
減
額
割
合
は
7

割
・
5
割
・
2
割
）

　

減
額
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
世

帯
主（
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
・

非
加
入
を
問
い
ま
せ
ん
）
と
そ
の

世
帯
の
加
入
者
全
員
の
総
所
得
金

額
等
の
合
算
額
に
よ
り
判
断
し
ま

す
の
で
、
収
入
状
況
が
不
明
な
方

が
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
正
確

な
所
得
の
把
握
が
で
き
ず
、
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度
の
適
用

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

正
し
い
保
険
税
の
算
定
の
た
め
、

遺
族
年
金
・
障
害
年
金
・
失
業
保

険
な
ど
の
非
課
税
所
得
の
み
の
方

や
収
入
が
な
か
っ
た
方
、
税
法
上

ご
家
族
の
扶
養
に
入
っ
て
い
な
い

方
な
ど
も
必
ず
所
得
の
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

問 　

市
保
険
課

　
　

☎
31
・
0
2
1
2

　
　

美
都
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　

☎
52
・
2
3
1
2

　
　

匹
見
総
合
支
所
住
民
福
祉
課 

　
　

☎
56
・
0
3
0
2

h
ttp

://w
w

w
.rin

ta
ik

y
o

.
ta

isyo
k

u
k

in
.g

o
.jp

/

市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

・ 

金
融
機
関
等
へ
お
出
か
け
い
た

だ
か
な
く
て
も
、
自
動
的
に
あ
な

た
の
預
金
口
座
か
ら
納
税
で
き

ま
す
。

・ 

納
期
限
を
過
ぎ
る
こ
と
な
く
確

実
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・ 

一
度
お
申
込
み
い
た
だ
く
だ
け

で
、
継
続
し
て
預
金
口
座
か
ら
引

落
と
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※ 

取
引
の
あ
る
左
記
取
扱
金
融
機
関

へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
み
を

受
付
け
た
月
の
翌
月
以
降
の
納
期

分
か
ら
振
替
を
開
始
し
ま
す
。

山
陰
合
同
銀
行
、島
根
県
農
業
協

同
組
合
、
島
根
益
田
信
用
組
合
、

島
根
銀
行
、
西
中
国
信
用
金
庫
、

日
本
海
信
用
金
庫
、中
国
労
働
金

庫
、
山
口
銀
行
、
漁
業
協
同
組
合

J
F
し
ま
ね
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

問 　

市
税
務
課
収
納
対
策
室

　
　

☎
31
・
0
6
1
1

　
　

市
保
険
課　

　
　

☎
31
・
0
2
1
2

正
し
い
保
険
税
の
算
定
の
た

め
所
得
の
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。
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募　

集

★ 

益
田
市
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
入

居
者

所
在
地

　

横
田
町
1
3
8
0
番
地
１

　
（
ピ
ュ
ア
ハ
イ
ツ
）

空
き
戸
数
（
10
月
末
現
在
）　

　

2
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
2
階
）　

　

3
Ｄ
Ｋ　

1
戸
（
１
階
）

※ 

戸
数
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
変

更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
年
度　

平
成
18
年
度

月
々
の
費
用

家
賃
（
共
益
費
込
み
）

　

2
Ｄ
Ｋ 

… 

４
5
、5
０
０
円

　

3
Ｄ
Ｋ 

… 

5
０
、5
０
０
円

◎
駐
車
場　

各
戸
２
台

　

※
料
金
１
台　

2
、5
０
０
円

入
居
可
能
予
定
日

　

申
込
手
続
き
完
了
後

申
込
期
間

随
時
入
居
申
込
み
を
受
付
け
て

い
ま
す
。

申
込
資
格

◎ 

定
住
（
親
か
ら
の
独
立
等
）
の
た

め
の
住
居
を
求
め
て
い
る
こ
と

◎ 

入
居
手
続
き
完
了
後
す
み
や
か

に
入
居
で
き
る
方

放
送
大
学 

4
月
入
学
生

★
入
学
説
明
会
・
相
談
会

日 　

平
成
29
年
1
月
14
日
㈯　

　
　

15
：
00
〜
16
：
30

場 　

市
立
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

1
0
4
研
修
室

住
宅
入
居
者

　

放
送
大
学
で
は
、平
成
29
年
度
第

1
学
期
（
4
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間

◦
第
1
回
募
集

　

平
成
29
年
2
月
28
日
㈫
ま
で

◦
第
2
回
募
集

　

平
成
29
年
3
月
20
日（
月
・
祝
）ま
で

◎
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

そ�

の
他　

入
居
時
に
は
連
帯
保
証

人
（
２
名
）、
敷
金（
家
賃
3
カ

月
）
が
必
要
で
す
。

申  �

問  

市
建
築
課

　

☎
31
・
0
3
8
2

★
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者

所
在
地

①
須
子
町
60
番
14
号（
須
子
住
宅
）

②
匹
見
町
匹
見
イ
1
2
3
7
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
（
諏
訪
住
宅
）

空
き
戸
数
（
10
月
17
日
現
在
）　

　

①
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

3
戸

　

②
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

2
戸

建
設
年
度　

　

①
平
成
13
年
度　

　

②
平
成
8
・
9
年
度

月
々
の
費
用　

家
賃　

①
5
8
、7
０
０
円

　
　
　

②
4
5
、0
0
0
円

※
別
途

◎
外
灯
・
共
同
水
栓
等
の
共
益
費

◎
浄
化
槽
管
理
費

◎
Ｔ
Ｖ
共
同
受
信
費

◎
駐
車
場
使
用
料
（
須
子
住
宅
）

申�

込
期
間

随
時
入
居
申
込
み
、
順
番
待
ち

登
録
を
受
付
け
ま
す
。

そ�

の
他　

申
込
資
格
等
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
入

居
時
に
は
連
帯
保
証
人
（
1

名
）、敷
金
（
家
賃
3
カ
月
）
が

必
要
で
す
。

★ 

島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
入

居
者

所
在
地

　

美
都
町
仙
道
7
7
4
番
地
20

　
（
梨
の
木
ハ
イ
ツ
）

空
き
戸
数
（
10
月
19
日
現
在
）

 

1
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

1
戸
（
１
階
）

※ 

オ
ー
ル
電
化
、
エ
ア
コ
ン
・
駐

車
場
あ
り

建
設
年
度　

平
成
5
年
度

月
々
の
費
用

家
賃　

3
0
、0
0
0
円

※
別
途

◎
外
灯
・
共
同
水
栓
等
の
共
益
費

◎
汚
水
処
理
費
用

◎ 

Ｔ
Ｖ
視
聴
に
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
へ
の
加
入
が
必
要
で
す
。

入
居
可
能
予
定
日

　

申
込
手
続
き
完
了
後

申�

込
期
間

随
時
入
居
申
込
み
、
順
番
待
ち

登
録
を
受
付
け
ま
す
。

そ�
の
他　

申
込
資
格
等
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
入

居
時
に
は
連
帯
保
証
人
（
2

名
）、敷
金
（
家
賃
3
カ
月
）
が

必
要
で
す
。

［
共
通
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
］

申  �

問  

島
根
県
住
宅
供
給
公
社　

益
田
住
宅
管
理
事
務
所

　

☎
31
・
1
5
3
0

道路での立ち往生は困ります
早めの冬用タイヤやチェーンの用意を！

冬の道路は、どこで積雪や凍結しているか
分かりません。早めの冬用タイヤ装着や、

チェーンの携行をお願いします。

国土交通省浜田河川国道事務所の
ホームページ↓では道路情報の提供しています。

問    国土交通省浜田河川国道事務所
  【国道 9 号の江津市から浜田市】
  浜田国道維持出張所　☎ 0855-27-1133
  【国道 9 号の益田市から津和野町】
  【国道 191 号の山口県境から益田市国道 9 号交差点】
  益田国道維持出張所　☎ 22-1415

http://www.cgr.mlit.go.jp/hamada/

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

申  �

問  

　

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
8
5
2
・
28
・
5
5
0
0

　

市
社
会
教
育
課

　

☎
31
・
0
6
2
2
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物件 物件所在地 地目 面積（㎡） 売却価格
① 美都町仙道 94 番 5 宅地 328.36 2,000,000 円
② 美都町仙道 94 番 7 宅地 309.35 1,920,000 円
③ 美都町仙道 94 番 8 宅地 300.45 1,890,000 円
④ 美都町仙道 94 番 9 宅地 300.55 1,930,000 円

市有地を売却します！
益田市の財産のうち公共的な利用が見込まれない

土地を売却します。

◇売却方法　先着申込み順
　　　　　　美都総合支所住民福祉課へご連絡ください。
◇受付期間　随時募集

申 問　美都総合支所住民福祉課　☎ 52-2312
　　　  ※詳しくは市ホームページをご覧ください。

①
③④ ② ●東仙道小

済

至益田 至広島国道 191
益　田　川

　

市
で
は
、
向
学
心
に
燃
え
な
が

ら
、
諸
事
情
に
よ
り
就
学
が
困
難

な
学
生
お
よ
び
生
徒
に
対
し
、
学

資
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
の
貸
与
を
希
望
す
る
方

は
、
益
田
市
奨
学
金
貸
付
条
例
等

に
よ
り
選
考
の
上
、
奨
学
生
と
し

て
採
用
さ
れ
る
と
、
奨
学
金
の
貸

与
（
無
利
子
）
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

益
田
市
奨
学
生

応�

募
資
格

本
人
が
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
、
ま
た
は
大
学

に
新
入
学
・
あ
る
い
は
既
に
在

学
し
て
い
る
者
（
在
校
生
）
で

あ
っ
て
、
本
人
ま
た
は
扶
養
義

務
者
が
益
田
市
に
居
住
す
る
者

（
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
）で
あ

る
こ
と
。（
た
だ
し
斎
藤
驍
育
英

基
金
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る

者
は
除
く
）

採
用
予
定
人
数　

25
人
以
内

決�

定
方
法

益
田
市
奨
学
金
貸
付
審
議
会
に

よ
り
選
考
し
、
市
長
が
決
定
す

る
。

貸
付
金
額
︵
月
額
︶　

 

・
高
等
学
校
（
特
別
支
援
学
校
高

　

等
部
を
含
む
）

　

…
…
…
1
6
、0
0
0
円
以
内

 

・
高
等
専
門
・
専
修
学
校

　

…
…
…
2
0
、0
0
0
円
以
内

 

・
大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
）

　

…
…
…
2
5
、0
0
0
円
以
内

利
子　

無
利
子

返�

還
方
法

卒
業
後
１
年
据
置
、
そ
の
翌
年

か
ら
6
年
以
内
（
高
等
学
校
と

大
学
等
2
校
に
渡
り
貸
付
を
受

け
た
場
合
は
8
年
以
内
）
に
月

賦
・
半
年
賦
・
年
賦
の
い
ず
れ

か
で
返
還
。

申�

込
方
法

必
要
書
類
を
在
籍
す
る
中
学

校
・
高
等
学
校
を
通
じ
て
提
出
。

そ
れ
以
外
は
直
接
教
育
委
員
会

へ
提
出
。（
申
請
書
等
は
市
内

の
各
中
学
校
・
高
等
学
校
へ
配

布
し
て
い
ま
す
が
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。）

申
込
期
限

　

平
成
29
年
1
月
13
日
㈮
ま
で

　

※
当
日
消
印
有
効

催
し
・
相
談
会

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応

　

特
別
相
談
窓
口
を
開
設

申 �

問 

市
教
育
総
務
課

　
　
　

☎
31
・
0
4
4
1

　

島
根
労
働
局
で
は
、
厚
生
労
働

省
の
「
全
国
マ
タ
ハ
ラ
未
然
防
止

対
策
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
の
一
環
と
し

て
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
特
別
相

談
窓
口
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
、
匿
名

で
の
相
談
も
受
付
け
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
に
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

開
設
期
間

12
月
28
日
㈬
ま
で
の
月
曜
日
〜

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

8
：
30
〜
17
：
15

開�

設
場
所

島
根
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等

室
内
（
松
江
合
同
庁
舎
5
階
）

相
談
内
容　

① 

妊
娠
・
出
産
、
育
児
休
業
・
介

護
休
業
等
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
つ
い
て

② 

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
お
よ
び

育
児
・
介
護
休
業
法
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休

業
・
介
護
休
業
等
を
理
由
と
す

る
不
利
益
取
扱
い
に
つ
い
て

問 　

島
根
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室

　

☎
0
8
5
2
・
31
・
1
1
6
1

　

益
田
に
帰
ろ
う
！

　

あ
な
た
の
ご
家
族
や
ご
親
族
に

益
田
へ
Ｕ
タ
ー
ン
を
お
考
え
の
方

は
い
ま
せ
ん
か
？

　

益
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
創
立
35
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
益
田

地
域
の
定
住
促
進
、
人
口
拡
大
を

目
的
と
し
て
「
Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
促
進

イ
ベ
ン
ト
〜
お
帰
り
益
田
！
〜
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
説

明
会
や
職
業
見
学
ツ
ア
ー
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
益
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日 

・

平
成
29
年
1
月
6
日
㈮

　
　
　

15
：
30
〜
20
：
30

　

・
平
成
29
年
1
月
7
日
㈯

　
　
　

9
：
00
〜
15
：
00

申
込
締
切　

12
月
20
日
㈫

申 �

問 

益
田
商
工
会
議
所
青
年
部

　

事
務
局
（
担
当
：
藤
井
）

　

☎
22
・
0
0
8
8

　

23
・
4
3
4
3

Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
促
進
イ
ベ
ン
ト

〜
お
帰
り
益
田
！
〜
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information
くらしの情報

広
告

　

島
根
県
内
企
業
の
採
用
担
当

者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
ほ
か
、
企
業
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

日 　

12
月
28
日
㈬

・
企
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　

10
：
30
〜
12
：
00

・
企
業
説
明
会

　
　
「
島
根
の
企
業
を
知
ろ
う
！
」

　
　
（
ブ
ー
ス
訪
問
）

　
　

13
：
00
〜
16
：
00　

場 　

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市

学
園
南
1
丁
目
2
-1
）

対
象
者

大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
修
学

校
に
在
学
中
の
方（
私
服
参
加
）

参
加
企
業

11
月
下
旬
頃
か
ら
「
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
し
ま
ね
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
順
次
掲
載
し
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.g

o
g

o
-

jo
b

c
a

fe
-s

h
im

a
n

e
.jp

/

問 　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
（
公

益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根

定
住
財
団
）

　

☎
0
8
5
2
・
28
・
0
6
9
4

※ 

内
容
等
詳
し
く
は

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
し
ま
ね

企
業
博

第
25
回　

浜
田 

│ 

益
田
間

　

駅
伝
競
走
大
会（
し
お
か
ぜ

　

駅
伝
）

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

検
索 で

　

益
田
陸
上
競
技
場
を

9
時
30
分
に
ス
タ
ー
ト
し
、
ゴ
ー

ル
地
点
の
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー

を
目
指
し
て
、
４
1
・
7
９
５
㎞

を
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
疾
走

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
今
大
会
で

は
浜
田
間
の
コ
ー
ス
が
一
部
変
更

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
例
年
よ
り

距
離
が
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。
益

田
間
の
コ
ー
ス
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

日 　

12
月
11
日
㈰　

9
：
30
〜

問 　

し
お
か
ぜ
駅
伝　

市
実
行
委

員
会　

☎
31
・
0
6
2
2

　

は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ
ン
益
田
会
場

で
は
、
毎
月
第
2
土
曜
日
に
独
身

男
女
の
結
婚
相
談
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
縁
結
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

無
料
で
紹
介
や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
情
報
提
供
を
行
い
、
あ
な
た

の
素
敵
な
出
会
い
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。
ま
た
、
サ
ロ
ン
へ
ご
相
談

（
登
録
）
さ
れ
た
方
限
定
で
、サ
ロ

ン
内
で
開
催
す
る
相
談
者
同
士
の

独
身
男
女
の
縁
結
び

 

今
月
の
開
催

「
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｄ

 

-
ご
み
地
球
の
代
償
-」

　

人
類
共
通
の
課
題
で
あ
る
「
ゴ

ミ
」
の
世
界
で
の
現
状
を
み
る
こ

と
に
よ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
責
任

と
し
て
何
を
す
べ
き
か
考
え
る
映

画
で
す
。

上
映
映
画
名　

「
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｄ
-
ご
み
地
球

の
代
償
-」

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

2
0
1
2
年
カ
ン
ヌ
国
際
映
画

祭
特
別
上
映
作
品

日 　

12
月
4
日
㈰

　

1
回
目　

10
：
00
〜
11
：
30

　

2
回
目　

13
：
30
〜
15
：
00

　
（
上
映
30
分
前
よ
り
開
場
）　　

場 　
市
立
図
書
館　

　

2
階
視
聴
覚
室　

鑑
賞
料　

無
料

定
員　

80
名
（
１
回
に
つ
き
）

　

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

主�

催　

益
田
市
地
球
温
暖
化
対
策

地
域
協
議
会

共�

催　

益
田
市
環
境
衛
生
推
進
協

議
会

問 　

市
環
境
衛
生
課

　
　

☎
31
・
0
2
3
2

環
境
映
画
上
映
会

交
流
会
「
は
ぴ
こ
交
流
シ
ェ
ア
サ

ロ
ン
」へ
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

♥
今
月
の
開
催
日
時

日 　

12
月
10
日
㈯

　

・
昼
の
部　

10
：
00
〜
12
：
00

　

・
夜
の
部　

19
：
00
〜
20
：
00

場 　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

　

多
目
的
室 

　
（
駅
前
ビ
ル 

E
A
G
A
内
）

♥
ご
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

  

益
田
・
吉
賀
・
津
和
野
は
ぴ
こ

会
（
事
務
局
：
金
本
）

☎
0
9
0
・
7
5
4
2
・
7
5
5
4

※ 

事
前
予
約
の
方
を
優
先
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

地
方
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差

し
押
さ
え
た
財
産
の
公
売
会
を
、島

根
県
と
益
田
市
な
ど
西
部
地
区
の

自
治
体
が
共
同
で
実
施
し
ま
す
。

︻
公
売
物
件
︼

液
晶
テ
レ
ビ
（
40
イ
ン
チ
）、ブ

ル
ー
レ
イ
レ
コ
ー
ダ
ー
等
を
は

じ
め
と
し
た
数
多
く
の
動
産

日 　

12
月
7
日
㈬

　
　

9
：
30
〜
15
：
30

場 　

市
立
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

問 　

市
税
務
課
収
納
対
策
室

　
　

☎
31
・
0
6
1
1

県
と
市
町
村
に
よ
る

　
　

共
同
公
売
会
を
実
施
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島根県西部視聴覚障害者情報センターをご利用ください

第40回歳末たすけあい石見神楽共演大会　特別記念大会

見えにくい・見えない方、聞こえにくい・聞こえない方に次のようなサービスを提供しています。
利用はすべて無料です。お気軽にご利用ください。

益田市石見神楽神和会 12 社中による、今年を締めくくる神楽の共演大会。40 回目の今大会は、2日間にわたり開催し、
さまざまな企画を実施します。多くの皆さんのご来場をお待ちしています。

◆日　時： 12月3日㈯  【開演】 13：30　　【終演】 20：10
 12月4日㈰  【開演】 09：00　　【終演】 17：10
◆会　場： 島根県芸術文化センター「グラントワ」　大ホール（全席自由）
◆入場料：

◆主な内容（予定）

◆主　催：第 40 回歳末たすけあい石見神楽共演大会実行委員会

◆問い合わせ先：益田市観光協会　☎ 22-7120

★点字図書、録音図書・雑誌（本や雑誌の内容を CD またはカセットテープに録音したもの）を郵送により貸出しま
す。（郵送料は無料）

★各種文書（製品の取扱説明書、契約書、手紙等）の朗読、録音、点訳、代筆などを行います。
★歩行訓練、生活訓練（掃除、洗濯、料理等）、コミュニケーション訓練（点字触読、パソコン利用等）をご自宅など

で行います。

★字幕（手話）入りの映像 DVD・ビデオテープを貸出します。（郵送の場合、返却時の郵送料は有料となります。）
★電話連絡などのお手伝いをします。（手話、筆談、FAX、メールなどで用件を伺い、それをセンターが電話などで

相手方に伝えます。）

★広報紙などによりさまざまな情報を提供します。　★学習と交流の機会を提供します。
★視聴覚障がい者用の福祉機器や生活便利グッズの展示、貸出し、紹介、あっせんを行います。
★生活や進路などの相談に応じます。

目の不自由な方へのサービス

耳の不自由な方へのサービス

共通サービス

大　人（中学生以上）
１日券  2,000円（前売） ２日券  3,000円（前売）

１日券  2,500円（当日） ２日券  4,000円（当日）

子ども（小学生以下）
１日券  1,000円（前売） ２日券  1,500円（前売）

１日券  1,200円（当日） ２日券  2,000円（当日）

★招待社中………………【3日】亀山神楽社中（浜田市）　【4日】西村神楽社中（浜田市）

★子ども神楽上演……… 市内の神楽社中の子どもたちが、日頃の練習の成果を披露。

★恵比須と餅まき体験… 抽選で選ばれた子ども限定（小学生対象) で恵比須と餅まきを実施。

★特別抽選会…………… 萩・石見⇔東京往復航空券ペアチケットに加え、神楽面や生鮮食品が当たる抽選会。

★写真展示……………… 石見神楽が好きな女性(カグラージョ)たちが撮影した神楽写真の展示。

問い合わせ先：島根県西部視聴覚障害者情報センター  ☎（0855）24-9334　 （0855）24-9335
　　　　　　　E-mail 　info@bd-iwami.org
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展示物等の概要

益田市人権センターでは、12月4日より12日まで「第9回『いのち・愛・人権』展」 （人権問題講演会、映画上映、
人権問題パネル展、体験型展示、啓発ＤＶＤ上映等）を開催します。皆さんのご参加をお待ちしています。詳細に
ついては問い合わせください。

～　広げよう、人権文化のまちづくり　～
一人ひとりが大切にされ、人と人がつながり、生きる喜びを実感できる「人権のまちづくり」を進めていくために、

さまざまな人たちや団体とのネットワークを広げ、「人権文化」豊かな社会へ発展させよう

益田市人権センター
〒 698-0036　須子町 3-1

☎ 31-0412
31-0414

◆ 高齢者の人権コーナー
高齢者の権利擁護について。

◆ 障がい者の人権コーナー
障害者差別解消法について。盲導犬のデモンストレー
ション、あいサポーター運動、手話などについて。

◆ 子どもの人権コーナー
児童虐待、里親、子どもの権利条約等について知り、子
どもたちを守っていくことを考える。
子どもの貧困問題と就学支援について。

◆ 女性の人権コーナー
DV、デート DV などの現状を紹介し、男女がお互いを
認め、尊重しあえる関係づくりについて考える。

◆ 多文化共生と人権文化コーナー
ハンセン病問題、在日コリアン問題、アイヌ・沖縄の
文化、薬物依存症問題、その他。

◆ 部落問題コーナー
「STOP! 個人情報漏えい」　戸籍・住民票等の不正取得
防止のための本人通知制度について。

◆ 企業と人権コーナー
差別のない公正な採用選考についての啓発と、「石西地
域人権を考える企業等連絡協議会」の活動紹介。

◆ 平和・戦争問題コーナー
福島原発問題、米軍基地問題、従軍慰安婦の人権、憲
法 9 条について。

◆ 特定失踪者と拉致問題コーナー
特定失踪者「益田ひろみさん」について紹介し、真相
の究明をめざします。益田管内の新事実を展示。

◆ 人権啓発推進コーナー
高校生世代「人権の詩」の入賞・入選作品展示。身近
な ｢人権｣ のパネル展示。ワークショップの体験。

◆ 啓発ビデオ（ＤＶＤ）上映コーナー
来館者の要望に応じて上映します。視聴ご希望の方は、
受付係にお申し出ください。

◆ 手作り体験コーナー
点字打ち体験によるしおり作成。

講演会等の概要

12月7日㈬

12月10日㈯

12月11日㈰

12月18日㈰

・ハンセン病問題講演会　15:00 ～ 17:00
　演 題   「ハンセン病問題の残された課題と
　　　　　　　　　　　　　　　　私たちの責任」
　講 師　徳田 靖之 さん
　　　　  （弁護士・ハンセン病国賠訴訟西日本弁護団団長）

・ドキュメンタリー映画上映
　題 名　「風は生きよという」
　　　　 上映時間（80 分） 第 1 回目　14：00～
 第 2 回目　16：00 ～
 第 3 回目　18：00 ～
　料 金 　500 円（18 歳以下無料）

・子どもの人権問題講演会　13:30 ～ 15:30
　演 題　「本当は学びたい～貧困の中で生きる
　　　　　　　　子どもや若者を学校と地域は
　　　　　　　　　　　　どのように支えるか～」
　講 師　青砥  恭 さん 
　（さいたまユースサポートネット代表理事・明治大学講師）

　※手話通訳・要約筆記あり

・障がい者の人権問題講演会　13：00～14：30
　演 題「障害者差別解消法ってなぁに？
　　　    ～ 一人ひとりを大切にしていく
　　　　　　　　　　　　　　しくみ作り～」
　講 師　玉木 幸則 さん
　（NHK「バリバラ～障害者情報バラエティー」レギュラー）

※手話通訳・要約筆記あり

※日本語字幕・副音声つき

※手話通訳・要約筆記あり

会場：市人権センター

会場：市総合福祉センター会場：市人権センター

「いのち・愛・人権」展開催趣意書より（抜粋）　
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➡

12 月 4 日から 10 日までは「人権週間」です
　国際連合は「世界人権宣言」の採択を記念して 12 月 10 日を「人権デー」とし、我が国では「人権デー」を最終日と
する 12 月４日から 10 日までの１週間を「人権週間」と定めました。
　法務局と人権センターでは、各種人権相談を実施しています。毎日の生活の中で、「これは人権問題ではないだろうか」
と感じたり、悩みごとや困りごとをお持ちの方は、お気軽にご相談ください。

益田市が行う人権相談

≪ 面 接 相 談  ≫ 松江地方法務局益田支局　（あけぼの東町 4-6　☎ 22-0429）
≪ 電 話 相 談  ≫ みんなの人権１１０番　　☎０５７０－００３－１１０
 子どもの人権１１０番　　☎０１２０－００７－１１０
 女性の人権ホットライン　☎０５７０－０７０－８１０

≪ 生活総合相談 ≫ 市人権センター（須子町 3-1　☎ 31-0412）面接・電話相談

場　　所�：市人権センター　
申込方法�：住所、氏名、電話番号を記入の上、はがき、ＦＡＸ、電話で申込みください。
   ※ 7 回の連続講座ですが、1 回のみの参加も可能です。
申 込 先 �：〒 698-0036　須子町 3-1　益田市人権センター　☎ 31-0412    31-0414　
申込締切�：12 月 26 日 ㈪

➡法務局が行う人権相談

人権センター連続講座「出会い・ふれあい・語り合い」受講生募集

（平日 8：30 ～ 17：15）

（平日 8：30 ～ 17：00）

第
1
回

平成29年
1月15日 ㈰
13：30～15：30

「難病者としての体験と思い」
　（内容）難病者の実状とねがい
　（講師）益田圏域脊髄小脳変性症・多系統萎縮症患者・家族会「ひとまろ会」代表者  水上真一さん
「難病患者の介護体験」
　（内容）難病患者の介護体験を通して感じたこと、アドバイスしたいこと
　（講師）「ひとまろ会」副代表者　大庭謙二さん

第
2
回

平成29年
1月22日 ㈰
13：30～15：30

「地域資源の活用・・・匹見ワサビの復活と活用について」
　（内容）地域資源としての匹見ワサビの価値とこれからの活用の可能性、匹見ワサビ復活に向けて

のこれまでの取組について
　（講師）ワサビ生産グループ　葵屋　安藤達夫さん

第
3
回

平成29年
1月29日 ㈰
13：30～15：30

「健康で生きがいのある町、そして安心して暮らせる街づくりをめざして」
　（内容）「向こう三軒両隣」、「困った時はお互いさま」の言葉をキャッチフレーズに活動していること
　　　  　について
　（講師）川登ボランティアの会　熊谷恵子さん

第
4
回

平成29年
2月5日 ㈰
13：30～15：30

「被災して、わかった人の愛と絆」
　（内容）伝えたい。人は一人ではない、人の愛と絆で生きて生かされている事を。
　　　  　それが私の使命です。
　（講師）アマチュア写真家　岡本国治さん　

第
5
回

平成29年
2月12日 ㈰
13：30～15：30

「国を超えてつながりあう思い」
　（内容）日本で自分らしく生きてきたことを伝えたい。
　（講師）ダイ・マリア・カルメンさん　

第
6
回

平成29年
2月19日 ㈰
13：30～15：30

「年を重ねたからこそ、ご近所のぬくもりを」
　（内容）疎遠になりがちなご近所の関係を、おしゃべり、体操、食事を通して「ぬくもり」を回復

させる取組について
　（講師）いきいきサロン　笑笑会　大畑トモ子さん

第
7
回

平成29年
2月26日 ㈰
13：30～15：30

「今なぜ部落問題なのか」
　（内容）部落問題は普段の生活の中に存在します。それを伝えたい。
　（講師）部落解放同盟島根県連合会石西支部　書記長　竹内哲也さん

受講料
無　料
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要

予
約

 1
2/

15
迄

 島
根

県
交

通
事

 故
相

談
所

 ☎
08

52
-2

2-
51

02
）

 ※
予

約
が

あ
る

場
合

に
開

設

●
交

通
事

故
相

談
9：

00
～

15
：0

0

●
行

政
相

談
10

：0
0～

12
：0

0
市

市

人
●

石
見

法
律

相
談

セン
ター

無
料

相
談

10
：0

0～
15

：4
0

（
要

予
約

 ☎
08

55
-2

2-
45

14
）

●
打

ち
納

め
G・

G
大

会
ひ

●
出

張
年

金
相

談
10

：0
0～

15
：0

0
市

  （
要

予
約

12
/1

0～
☎

08
55

-2
2-

06
70

） 

●
手

話
に

よ
る

年
金

相
談（

浜
田

年
金

事
務

所
） 

13
：0

0～
16

：0
0

湯

★
歳
末
た
す
け
あ
い
石
見
神
楽

　
共
演
大
会
　
特
別
記
念
大
会

★
浜
田
　
益
田
間
駅
伝
競
走

　
大
会（
し
お
か
ぜ
駅
伝
）



17  広報ますだ　平成 28　2016 年　12 月号

平
成
28
年

De
ce

m
be

r
12

月
カ
レ
ン
ダ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

月
12

18
 

19
 

20
 

21
 

22
 

23
 

24

25
 

26
 

27
 

28
 

29
 

30
 

31

27
 

28
 

29
 

30
 

1 
2 

3 

4 
5 

6 
7 

8 
9 

10

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

16
 

17大
和

・
大

蛇（
石

見
神

楽
久

々
茂

保
存

会
）

保
夜

神
楽

 1
9:

30
～

21
: 0

0

鵺
取

り・
大

蛇（
道

川
神

楽
社

中
）保

夜
神

楽
 1

9:
30

～
21

: 0
0

恵
比

須
・日

本
武

尊（
横

田
神

楽
社

中
）

保
夜

神
楽

 1
9:

30
～

21
: 0

0

SU
N
日日

M
O

N
月

TU
E
火

W
ED

水
TH

U
木

FR
I
金

SA
T
土土

役
市

役
所

市
市

民
学

習
セ

ン
タ

ー
総

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

人
人

権
セ

ン
タ

ー
商

商
工

会
議

所
子

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
保

保
健

セ
ン

タ
ー（

駅
前

ビ
ル

EA
G

A）
や

匹
見

峡
温

泉
湯

美
都

温
泉

競
益

田
場

外
発

売
所

歴
歴

史
民

俗
資

料
館

雪
雪

舟
の

郷
記

念
館

図
図

書
館

ひ
ひ

だ
ま

り
パ

ー
ク

み
と

川
崎

ナ
イ

タ
ー

競
川

崎
ナ

イ
タ

ー
競

川
崎

ナ
イ

タ
ー

競
川

崎
ナ

イ
タ

ー
競

川
崎

ナ
イ

タ
ー

競

浦
和

競
馬

競
浦

和
競

馬
競

浦
和

競
馬

競
浦

和
競

馬
競

大
井

ナ
イ

タ
ー

競
大

井
ナ

イ
タ

ー
競

大
井

競
馬

競
大

井
競

馬
競

大
井

競
馬

競
大

井
ナ

イ
タ

ー
競

船
橋

ナ
イ

タ
ー

競
船

橋
ナ

イ
タ

ー
競

船
橋

ナ
イ

タ
ー

競
船

橋
ナ

イ
タ

ー
競

船
橋

ナ
イ

タ
ー

競

◆ 今 月 は 固 定 資 産 税 （ 3 期 ） 、 国 民 健 康 保 険 税 （ 7 期 ） の 納 付 月 で す 。 期 限 内 完 納 に ご 協 力 く だ さ い 。 ※ 「 広 報 ま す だ 」 か ら 抜 き 取 っ て ご 利 用 く だ さ い

陸
陸

上
競

技
場

サ
サ

ッ
カ

ー
場

自
自

由
広

場
市

民
体

育
館

庭
庭

球
場

球
市

民
球

場
体体

●
お

は
な

し
会

●
子

ど
も

映
写

会
14

：0
0～ 15
：0

0～
図

図

●
お

は
な

し
会

●
子

ど
も

映
写

会
14

：0
0～ 15
：0

0～
図

図

●
お

は
な

し
会

●
子

ど
も

映
写

会
14

：0
0～ 15
：0

0～
図

図

●
お

は
な

し
会

●
子

ど
も

映
写

会
14

：0
0～ 15
：0

0～
図

図
天
皇
誕
生
日

ノ
ー

マ
イカ

ー
デ

ー
交

通
安

全
県

民
の

日

し
ま

ね
家

庭
の

日
ノ

ー
マ

イカ
ー

デ
ー

★
歳
末
た
す
け
あ
い
石
見
神
楽

　
共
演
大
会
　
特
別
記
念
大
会

★
は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ
ン
開
設

　（
益
田
会
場
）

大
井

ナ
イ

タ
ー

競
大

井
ナ

イ
タ

ー
競

※
発

着
時

間
等

は
お

断
り

な
し

に
変

更
さ

れ
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
、事

前
の

確
認

を
お

願
い

し
ま

す
。

※
混

み
合

い
ま

す
の

で
、お

早
め

に
空

港
に

お
越

し
く

だ
さ

い
。

定
時

出
発

に
ご

協
力

を
お

願
い

し
ま

す
。

1
2

月
1

日
～

 3
1

日
の

時
刻

表

東
京

萩
・
石
見

東
京

空
港
情
報

1
0

: 5
0

1
2

: 3
5

1
3

: 1
0

1
4

: 3
5

1
5

: 1
5

1
7

: 0
0

1
7

: 4
0

1
9

: 1
0

→ →
→ →

【
問

い
合

わ
せ

先
】 

萩・
石

見
空

港
利

用
拡

大
促

進
協

議
会

事
務

局
  ☎

23
-0

99
0

官
庁
御
用
納
め

大
み
そ
か

休
館

図
休

館
図

雪
雪

歴
歴

子
休

館
図

雪
歴

子
休

館
図

雪
歴

子
グ

グ
グ

グ
グ

グ
グ

ラ
ント

ワ

★
ま
す
だ
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24

◎
ご
利
用
方
法

電
話

が
つ

な
が

り
ま

し
た

ら
、お

名
前

、
年

齢
を

告
げ

て
く

だ
さ

い
。

医
師

・
保

健
師

・
看

護
師

等
が

健
康

相
談

な
ど

に
応

じ
ま

す
。

い
つ

で
も

無
料

で
相

談
で

き
ま

す
。

（
24

時
間

年
中

無
休

）

★
健
康
相
談

※
12
月
は
地
区
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

休
日

応
急

診
療

所

休
日

応
急

診
療

所

休
日

応
急

診
療

所

金
島

胃
腸

科
外

科

中
島

こ
ども

クリ
ニ

ック

休
日

応
急

診
療

所

順
天

堂
薬

局
サ

ン
デ

ー
ズ

駅
前

店

ベ
ニ

ヤ
薬

局
　

東
町

店

漢
方

益
田

薬
局

高
津

オ
オ

バ
薬

局

能
美

薬
局

あ
け

ぼ
の

調
剤

薬
局

☎
31

-1
32

0

☎
24

-1
37

2

☎
23

-3
00

1

☎
31

-0
41

8

☎
22

-0
80

2

☎
31

-0
19

5

☎
　

 3
1-

41
99

☎
　

 3
1-

41
99

☎
　

 3
1-

41
99

☎
22

-2
34

5　
 2

4-
18

02

☎
24

-8
52

1　
 2

4-
85

27

☎
　

 3
1-

41
99

4日
（
日
）

11
日（
日
）

18
日（
日
）

23
日（
金・
祝
）

25
日 （
日
）

31
日（
土
）

休
日
診
療
場
所

当
番
薬
局

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

※
休

日
応

急
診

療
所

は
、E

A
G

A
2階

 市
立

保
健

セ
ン

タ
ー

内
に

あ
り

ま
す

。
★
持
参
す
る
も
の

 ： 
保

険
証

、医
療

費
助

成
の

受
給

者
証

、使
っ

て
い

る
お

薬
が

分
か

る
も

の
、診

療
代

★
受

診
の

際
は

必
ず

事
前

に
電

話
で

連
絡

を
し

て
く

だ
さ

い
 ！ （

受
診

の
予

約
で

は
あ

り
ま

せ
ん

）

内
科

・
小

児
科

　
9：

00
～

12
：3

0

休
日

応
急

診
療

で
は

上
記

時
間

内
で

の
一

時
的

な
応

急
診

療
や

処
置

を
行

い
ま

す
が

、症
状

の
重

い
方

を
優

先
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
医

師
の

判
断

に
よ

り
益

田
赤

十
字

病
院

、医
師

会
病

院
へ

の
受

診
を

お
す

す
め

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

休
日

応
急

診
療

は
日

曜
日

、祝
日

、1
2/

31
、1

/2
、1

/3
に

実
施

し
て

い
ま

す
。

土
曜

日
は

、か
か

り
つ

け
医

な
ど

市
内

の
診

療
所

に
診

療
時

間
を

確
認

の
う

え
受

診
し

て
く

だ
さ

い
。

12
月
の
献
血

（
金
）

16 日 （
水
）

28 日

昭
和

町

東
町

益
田

合
同

庁
舎

益
田

警
察

署

9：
00

～
12

：0
0

13
：3

0～
16

：3
0

美
都

町
仙

道

乙
吉

町

島
根

中
井

工
業

㈱

益
田

赤
十

字
病

院

9：
30

～
11

：3
0

13
：3

0～
16

：0
0

年
齢

　
男

性：
１７

歳
～

６９
歳

　
女

性：
１８

歳
～

６９
歳

※
詳

し
い

内
容

に
つ

い
て

は
、問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

★
40

0m
L献

血
の

採
血

基
準

 島
根

県
赤

十
字

血
液

セ
ン

タ
ー

益
田

出
張

所
　

☎
23

-5
45

1
【

問
い

合
わ

せ
先

】

●
お

は
な

し
会

10
：3

0～
図

●
冬

の
フ

ェ
ス

タ
10

：0
0～

11
：0

0
図

●
映

画
鑑

賞
会

13
：0

0～
図

●
映

画
鑑

賞
会

13
：0

0～
図

●
ろう

そく
の

お
は

なし
会

ス
ペ

シ
ャ

ル
1部

 1
3：

00
～

13
：3

0
2部

 1
4：

00
～

15
：3

0
図

●
映

画
鑑

賞
会

13
：0

0～
図

休
館

雪
休

館
雪

休
館

雪

休
館

雪
休

館
雪

歴
湯

休
館

雪
歴

休
館

雪
歴

湯
休

館
雪

歴

休
館

雪
歴

湯
休

館
雪

歴

休
館

雪
歴

休
館

や
子

休
館

や
子

休
館

や
子

休
館

や
子

●
移

動
ナ

ー
ス

バ
ン

ク（
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
益

田
） 1

3：
00

～
16

：0
0

●
行

政
相

談
10

：0
0～

12
：0

0
市

乳
児

健
診

保

●
弁

護
士

に
よ

る
無

料
法

律
相

談
人

10
：0

0～
15

：0
0

（
要

予
約

 ☎
31

-0
41

2）

●
松・

竹・
梅・

紅
葉

杯
G・

G
大

会
ひ

●
男

女
な

か
よし

ペ
ア

G・
G

大
会

ひ

●
心

配
ご

と
相

談（
美

都
総

合
支

所
）

10
：0

0～
12

：0
0

●
こ

こ
ろ

の
相

談（
益

田
保

健
所

）
　

13
：0

0～
15

：0
0（

要
予

約
☎

31
-9

54
5）

●
ふ

れ
あ

い
福

祉・
老

人
母

子
相

談
総

10
：0

0～
15

：0
0 総

●
無

料
法

律
相

談
13：

00
～

15：
00（

要
予

約
☎

22
-7

25
6）

市
総

13
：3

0～
15

：0
0

●
無

料
な

ん
で

も
女

性
相

談
  「

リン
グ・

ベ
ル

」
（

要
予

約
 1

2/
5～

9 
 1

0：
00

～
17

：0
0

☎
31

-1
69

0石
西

ひ
ま

わ
り

基
金

法
律

事
務

所
）

当
日

受
付

可

●
移

動
経

営
相

談（
中

西
地

区
振

興
セ

ン
タ

ー
） 9

：3
0～

11
：0

0
  （

要
予

約
 ☎

22
-0

08
8）

 
保

11
：0

0～
15

：0
0

●
ひ

とり
親

家
庭

巡
回

就
業

相
談

　（
前

日
ま

で
に

要
予

約
 ☎

31
-0

24
3）

13：
30

～
15：

00
●
定

例
経

営
相

談
商

　（
要

予
約

 ☎
22

-0
08

8）

13
：0

0～
17

：0
0

人
●
司

法
書

士・
行

政
書

士
無

料
法

律
相

談
　（

要
予

約
 ☎

01
20

-1
14

-2
34

）
●
心

配
ご

と
相

談
　

 9：
00

～
12

：0
0

市

●
グ

リ
ー

ン
ひ

だ
まり

杯
G・

G大
会

ひ

人
●

石
見

法
律

相
談

セン
ター

無
料

相
談

10
：0

0～
15

：4
0

（
要

予
約

 ☎
08

55
-2

2-
45

14
）

●
心

配
ご

と
相

談（
匹

見
下

公
民

館
）

9：
00

～
11

：3
0

●
西

部
若

者
サ

ポ
ート

ス
テ

ー
シ

ョン
・出

張
相

談
会（

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

益
田

）
 1

1：
00

～
13

：0
0

・出
張

セ
ミ

ナ
ー（

益
田

市
子

ど
も・

若
者

支
援

セ
ン

タ
ー

） 1
5：

00
～

16
：0

0
3

歳
児

健
診

保

●
弁

護
士

に
よ

る
無

料
法

律
相

談
 （

石
西

ひ
ま

わ
り

基
金

法
律

事
務

所
）

10：
00

～
15：

00（
要

予
約

 ☎
31

-0
41

2）

●
移

動
経

営
相

談（
安

田
地

区
振

興
セ

ン
タ

ー
） 9

：3
0～

11
：0

0
  （

要
予

約
 ☎

22
-0

08
8）

 
●
月

例
杯

G・
G

大
会

ひ

１
歳

6カ
月

児
健

診
保

２
歳

児
歯

科
健

診
保

（
要

予
約

 1
2/

15
迄

 島
根

県
交

通
事

 故
相

談
所

 ☎
08

52
-2

2-
51

02
）

 ※
予

約
が

あ
る

場
合

に
開

設

●
交

通
事

故
相

談
9：

00
～

15
：0

0

●
行

政
相

談
10

：0
0～

12
：0

0
市

市

人
●

石
見

法
律

相
談

セン
ター

無
料

相
談

10
：0

0～
15

：4
0

（
要

予
約

 ☎
08

55
-2

2-
45

14
）

●
打

ち
納

め
G・

G
大

会
ひ

●
出

張
年

金
相

談
10

：0
0～

15
：0

0
市

  （
要

予
約

12
/1

0～
☎

08
55

-2
2-

06
70

） 

●
手

話
に

よ
る

年
金

相
談（

浜
田

年
金

事
務

所
） 

13
：0

0～
16

：0
0

湯

★
歳
末
た
す
け
あ
い
石
見
神
楽

　
共
演
大
会
　
特
別
記
念
大
会

★
浜
田
　
益
田
間
駅
伝
競
走

　
大
会（
し
お
か
ぜ
駅
伝
）
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市水道部  常盤町1番1号
工　務　課　☎ 31-0431
業　務　課　☎ 31-0421
業務第２課　☎ 31-0105

　　　　　　 24-2711FAX

メーター直結止水栓 止水栓

修 繕 区 分

修理区分

管理区分

←※自然発生的漏水のみ水道部負担→

お客様（配水管分岐から蛇口まで）管理区分 水道 部

メーター
給水管

配水管お客様（止水栓不良を含む）

水道管や蛇口は、気温がマイナス４度以下になると
凍ったり、破裂することがあります。
特に、次のようなところにある水道には必ず防寒をし
ましょう。
○屋外でむき出しになっている水道管や蛇口
○北向きのところ
○風あたりの強いところ

水道管は寒さが苦手 !!!
冬には必ず凍結防止対策を !!!

※防寒のしかた

※水道の故障や漏水（管理等）について

※蛇口や水道管が凍って水が出ないときは

○ 保温材を巻く。（蛇口は破裂しやすいので、上まで完全に包む。保温材はホームセンター等で
購入できます。）

○布で保温する場合は、ビニールなどを上から巻いて、ぬれないようにする。
○ 特に翌朝の冷え込みが予測されるような時には、風呂等の蛇口を少し開けておくことなども
凍結を防ぐ有効な方法です。

○止水栓またはメーター直結止水栓を閉めた後に、蛇口を開けて水抜きを行う。
　（ 配管内の水道水が凍結により膨張し、水道管が破裂するのを防ぐためです。）

　給水装置全体（配水管分岐から蛇口まで）はご自身の所有物であり、年月の経過による止水栓不良およびメーター直
結止水栓不良による修理等の費用はすべて、ご自身のご負担となっています。ただし、配水管分岐からメーター器まで
の自然発生的漏水については、一部公道等もあり個人対応では難しいため、水道部において原形復旧を基本に対処して
います。なお、構築物、植栽等により特別に要した費用は個人負担となりますので、適切な管理をお願いします。
　ただし、アパートやマンションの共同給水施設（受水槽や加圧ポンプ等）やビル内の給水設備はメーター器までであっ
ても個人（所有者）負担になります。詳しくは水道部工務課（☎ 31-0431）に問い合わせください。

　蛇口を開け、凍った部分にタオルか布をかぶせ、その上からゆっくりとぬるま湯をかけてとかしましょう。
急に熱湯をかけると、破裂することがありますので、注意してください。（タオル等をあてるのは余熱を
利用するためです）
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益田市水道事業指定給水装置工事事業者一覧表  （平成28年10月1日現在）

乙吉町

久々茂町

乙吉町

かもしま東町

乙吉町

あけぼの西町

美都町仙道

横田町

幸　町

高津町

乙吉町

あけぼの東町

須子町

下本郷町

幸　町

中垣内町

昭和町

匹見町匹見

23-1288
32-0992
22-1660
22-1677
22-3258
22-6961
52-2985
25-2780
22-5082
22-3158
22-3713
23-1230
22-1822
23-4625
22-6488
28-1020
31-1738
56-0039

22-2297
25-2901
25-2077
31-1607
23-7574
23-1290
23-1725
23-1939
23-2344
23-1128
23-3283
23-4355
28-1177
23-4001
26-0320
22-2425
52-2277
23-4527

正栄工業 ㈱
新光プロパン瓦斯 ㈱ 西益田支店
㈱ シンセイ工業
㈲ 水道くん 
㈲ 寿美工務店
設備石田
大栄建設 ㈱
太陽温調工業 ㈲
高橋建設㈱
田原水道工業 ㈲
㈱ 電設サービス益田営業所
西日本設備 ㈲ 
㈲ パナソニック・ライフ
フジイ設備
真砂土木 ㈱
㈲ 増野商会
三浦設備 
㈱ 吉村設備 

幸　町

神田町

横田町

乙吉町

久城町

土井町

乙吉町

三宅町

遠田町

東　町       

中島町       

中吉田町

戸田町

昭和町

馬谷町 

あけぼの西町

美都町丸茂

乙吉町

（0852）25-2797
（08388）2-2769
（0856）72-1615
（0856）７９-２５３５
（０９３）６１８-３８５６
（０８５５）５２-２０１６
（０８５５）２３-１６８５
（082）840-1311

㈲ アイシーエス
アクア設備
伊藤忠エネクスホームライフ西日本（株）益田営業所
㈱ 内村電機工務店 益田営業所
㈲ 大石水道工業所
㈲ 大畑管工
㈲ 小川組
角田工業 ㈱
㈱ カワシマ H 
㈱ 技研設備
光青電気 ㈲
㈲ 金剛ホーム設備
㈱ 斎藤電機 
山陰クボタ水道用材 ㈱ 益田営業所
山陰冷暖 ㈱ 益田営業所
㈲ 三共ブロック工業
㈲ ジェイサービス
㈲ 柴田電業

松江市東津田町 
山口県阿武郡阿武町
津和野町高峯
吉賀町柿木村
北九州市八幡西区
江津市和木町
浜田市浅井町　
広島県安佐北区

㈱島根水道センター
水津設備
㈲ナガヨシ技建
㈱リンケン
極東建設工業㈲ 
江津水道工事㈲
東洋設備㈲ 
ダン環境設備㈱ 
 

益　田　市　外

益　田　市　内

※給水装置修理等の依頼について
　給水装置（蛇口等）の修理、改造、撤去および止水栓不良の修繕を依頼をする場合は、水道部が指定した指
定給水装置工事事業者に依頼してください。指定事業者以外では工事を行うことはできません。

ここを確認してください
○宅内漏水の確認方法
　すべての蛇口を閉めて、メーターの中にある銀
色のコマ（パイロットといいます）が回っているか
どうか確認してください。 もしパイロットが回って
いれば、宅内の水道管のどこかから漏水している
可能性があります。

○宅内の水道管が漏水や破裂してし
　まったとき
　メーター直結止水栓等（メーターボックス内
にあります）を閉め、指定給水装置工事事業
者（益田市水道事業指定給水装置工事事業者
一覧表参照）に、各自修理を申込みください。

（伸縮止水栓がない場合、止水栓でも止水可
能ですが、止水栓キーが必要となります。）

漏
水・破
裂
し
た
場
合
は

こ
こ
を
止
め
て
く
だ
さ
い

（0855）22-1299
（0855）22-8566
（0855）22-1704
（0855）26-0416
（0855）28-0360
（０８５５）32-1034
（０８23）38-8789

浜田市長沢町
浜田市下府町
浜田市長沢町
浜田市熱田町
浜田市上府町
浜田市三隅町
呉市梅木町

山陰水道工業㈱浜田営業所
シンセイ技研㈱浜田営業所
㈱大広設備
マルヰ設備㈱
まつした設備 
㈱三隅ガスセンター
織田設備
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市立保健センター　（     23-7134）
　健康増進課 ☎31-0214
　子育て支援課 ☎31-0243
　地域医療対策室 ☎31-0213
美都総合支所住民福祉課 ☎52-2312
匹見総合支所住民福祉課 ☎56-0302
メールアドレス
　hoken-center@city.masuda.lg.jp

FAX

12
月
1
日
は

　   

﹁
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
﹂
で
す

自
死
遺
族

わ
か
ち
あ
い
の
つ
ど
い

大
腸
が
ん
検
診
（
郵
送
法
）

　

直
接
容
器
を
検
査
機
関
に
送
付

　

す
る
方
法
で
す
。

◆
対
象
年
齢　

40
歳
以
上

◆
容
器
配
布
期
間

　

平
成
29
年
1
月
5
日
㈭
〜

　

2
月
3
日
㈮

◆
料
金　

8
0
0
円

◆
容
器
配
布
場
所

　

 

・
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

　

 

・
美
都
総
合
支
所

　

 

・
匹
見
総
合
支
所

◆
ポ
ス
ト
投
か
ん
期
間

　

平
成
29
年
1
月
10
日
㈫
〜
2
月
9
日
㈭

※ 

容
器
の
送
付
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

容
器
配
布
時
に
説
明
し
ま
す
。

※「
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
総
合
対
策
事
業
」

対
象
者
に
送
付
し
た
検
査
キ
ッ
ト
は
、
こ

の
郵
送
法
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

◆
対
象
者　

　

益
田
市
に
住
所
登
録
の
あ
る
方
で
、

　

・
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
方

　

・
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心

臓
・
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
お

よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
に
障
害
の
あ
る
方
（
身
体
障

が
い
者
手
帳
１
級
相
当
）

◆
接
種
費
用　

1
、6
0
0
円

※ 

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
で
す
。詳
し
く

は
広
報
ま
す
だ
11
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あなたは、今年度のがん検診無料対象者
ではありませんか？

（市ホームページや健康カレンダーでご確認ください）

受けないなんて、もったいない !!

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

は
12
月
末
ま
で
で
す
。

（
年
末
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

　

日
本
で
は
、
新
た
に
報
告
さ
れ
る
エ
イ
ズ

患
者
・
感
染
者
は
毎
年
1
、5
0
0
件
程
度

あ
り
、
累
計
報
告
は
2
万
5
、0
0
0
件
を

超
え
る
な
ど
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
。

　

自
分
が
エ
イ
ズ
に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う

か
は
、
検
査
を
受
け
て
み
な
い
と
分
か
り
ま

せ
ん
。

　

も
し
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
、
早
い
段

階
で
わ
か
れ
ば
、薬
を
飲
み
続
け
る
こ
と
で
普

通
の
生
活
を
送
れ
る
こ
と
か
ら
、
感
染
の
有

無
を
早
期
に
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

益
田
保
健
所
で
は
、世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
あ

わ
せ
て
、
臨
時
の
エ
イ
ズ
検
査
を
行
い
ま
す
。

日 

・

12
月
5
日
㈪ 

16
：
00
〜
18
：
00

 

・

12
月
6
日
㈫ 

9
：
30
〜
11
：
00

 
 

16
：
00
〜
18
：
00

　

検
査
は
、
無
料
・
匿
名
で
実
施
で
き
ま
す

が
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

 

当
日
は
採
血
後
、
約
1
時
間
で
検
査
結
果

が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
所
で
は
毎
月
第
１
・
第
３
月

曜
日
の
９
：
30
〜
11
：
00
に
エ
イ
ズ
相
談
・
検

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問   
益
田
保
健
所
医
事
・
難
病
支
援
課

　
   
☎
31
・
9
5
4
9

　

大
切
な
人
を
自
死
（
自
殺
）
で
突
然
失
う
衝

撃
。
こ
れ
以
上
つ
ら
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
ど
う
か
一
人
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ

い
。
一
緒
に
痛
み
を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
…
。

　

自
死
遺
族
だ
け
で
運
営
し
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

日 　

12
月
24
日
㈯　

14
：
00
〜
17
：
00   

場　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
室 

1

　
　
（ 

駅
前
ビ
ル
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
階
）

問   
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹 

事
務
局

　
　

桑
原
さ
ん

　
　

☎
0
9
0
・
4
6
9
2
・
5
9
6
0

『 健康が　自慢のあなたも　がん検診』

☆ 乳がん検診、子宮頸がん検診、ＨＰＶ検査、前立腺がん検診
は、対象者全員にクーポン券を送付しています！！

☆ 乳がん検診については申込みが必要です。ご予約いただける
検診日が残り少なくなっていますので、早めに健康増進課

（☎ 31-0214）へご連絡を！

歯
と
口
は
健
康
と
元
気
の
源

後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診
は
12
月
末

ま
で
で
す
。

対
象
者
：
昭
和
8
年
4
月
2
日
〜
昭
和
16

　
　
　
　

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方



21  広報ますだ　平成 28　2016 年　12 月号

information
健康＆子育てだより

　まだ食べられるのに捨てられている食べ物、いわゆる「食品ロス」が日本では年間 632 万トンにのぼり
ます。これを日本人一人当たりに換算すると、毎日お茶碗約１杯分（約 136g）の量のご飯を捨てている
ことになります。大切な食べ物を無駄なく消費し、食品ロスを減らして環境や家計にとってもプラスにな
るよう、まず自分でできることから始めてみませんか。

食品ロスは、食品メーカー、飲食店、家庭など
「食べる」ことに関係するさまざまな場面で発生！！
そのうち約半数が家庭から出る食品ロスなのです！

自分でできること！
その①　食材を「買い過ぎず」「使い切る」「食べ切る」
　　　　例）買い物の前には食品の在庫を確認

その②　残った食材は別の料理に活用
　　　　例）食べられる量だけ作る。残ってしまった場合は冷蔵庫に保存し、早めに食べる。

その③　「消費期限」と「賞味期限」の違いを理解
　　　　消費期限 …… 食べても安全な期限。それを過ぎたものは食べない方が安全。
　　　　賞味期限 …… おいしく食べられる期限。それを過ぎてもすぐに食べられなくなるわけではない。
　　　　　　　　　　  見た目や臭いで判断しましょう。

その④　外食時での食べ残しを防ぐ
　　　　例）食べられないかもと思ったら、小盛メニューをお願いする。

もったいない！食べられるのに捨てられる
「食品ロス」を減らそう

平
成
29
年
度 

保
育
所
等
入
所
希
望
者
を
受
付
け
ま
す

〜 

認
定
こ
ど
も
園
の
幼
稚
園
部
分
を
希
望

さ
れ
る
方
（
1
号
認
定
）
〜

︹
対
象
者
︺

満
３
歳
以
上
で
、
教
育
を
希
望
さ
れ
る
方
。

※ 

認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の

機
能
を
併
せ
持
っ
た
施
設
で
す
。

︹
支
給
認
定
区
分
︺

︹
受
付
期
間
︺

１�

次
募
集　

12
月
5
日
㈪
〜

　
　
　
　
　

平
成
29
年
1
月
6
日
㈮

2
次
募
集　

１
次
募
集
で
定
員
に
満
た
な
い

　
　
　
　
　

保
育
所
は
随
時
募
集

︹
必
要
書
類
︺

① 

支
給
認
定
申
請
書
（
印
鑑
が
必
要
で
す
）

② 

入
所
申
込
書
（
各
認
定
こ
ど
も
園
の
様
式

の
も
の
）

③ 

市
民
税
額
を
確
認
で
き
る
書
類

（
平
成
28
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
の
み
）

︹
入
園
申
込
み
︺

各
認
定
こ
ど
も
園
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

市
が
「
支
給
認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

※ 

申
請
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
、
判
明

し
た
時
点
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

2
月
下
旬
〜
3
月
中
旬
頃
を
目
途
に
支
給

認
定
証
お
よ
び
保
育
料
決
定
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。

※ 

各
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
内
容
等
の
情
報

に
つ
い
て
は
、
希
望
の
認
定
こ
ど
も
園
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︹
保
育
料
の
納
付
︺

各
認
定
こ
ど
も
園
の
方
法
に
よ
り
納
付
し

ま
す
。（
保
育
料
に
つ
い
て
は
市
が
決
定

し
ま
す
）

〜
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
保
育
所
の
保
育

所
部
分
を
希
望
さ
れ
る
方
（
2
・
3
号

認
定
）
〜

︹
対
象
者
︺

保
護
者
が
次
の
事
由
に
該
当
す
る
場
合
、

生
後
２
カ
月
か
ら
最
長
で
就
学
前
ま
で
の

乳
幼
児
が
入
所
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

︹
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
︺

※ 

保
護
者
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

□ 

就
労
（
フ
ル
タ
イ
ム
の
ほ
か
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
、
夜
間
な
ど
基
本
的
に
す
べ
て
の
就

労
に
対
応
）

□
妊
娠
、
出
産

□
保
護
者
の
疾
病
、
障
害

□ 

同
居
ま
た
は
長
期
入
院
し
て
い
る
親
族
の

介
護
・
看
護

□
災
害
復
旧

認定区分 利用区分

1号認定
教育標準時間

（6 時間程度）

※ 認定に際し、認定事由は必要あり
ません。

益田市食育推進キャラクター
まろピー
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︹
受
付
期
間
︺

認
定
こ
ど
も
園
の
幼
稚
園
部
分
を
希
望
さ

れ
る
方
（
1
号
認
定
）と
同
様
で
す
。

︹
必
要
書
類
︺

① 

支
給
認
定
申
請
書
（
印
鑑
が
必
要
で
す
）

② 

保
育
の
必
要
性
を
証
明
す
る
書
類
（
父
母

そ
れ
ぞ
れ
）

認定区分 利用区分 １カ月の就労時間

2・3号
認定

保育標準時間
(11時間／日)

120 時間以上
（※）

保育短時間
(8時間／日)

48 時間以上
120 時間未満

※  120時間の就労の目安⇒１カ月4週、5日
勤務であれば 1日6時間の就労（父母そ
れぞれ）

□
求
職
活
動
（
起
業
準
備
を
含
む
）

□ 
就
学
（
職
業
訓
練
校
等
に
お
け
る
職
業
訓

練
を
含
む
）

□ 

虐
待
や
D
V
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

□ 

育
児
休
業
取
得
中
に
、既
に
保
育
を
利
用

し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続
利
用
が
必

要
で
あ
る
こ
と

□ 

そ
の
他
、
右
記
に
類
す
る
状
態
と
し
て
市

長
が
認
め
る
場
合

︹
支
給
認
定
区
分
︺

「
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
」
に
応
じ
、市

に
お
い
て
支
給
認
定
を
行
い
ま
す
。

例
： 「
就
労
」
に
よ
る
認
定
の
場
合
は
、左
記

の
基
準
に
よ
り
認
定
し
ま
す
。

の
指
定
す
る
方
法
に
よ
り
納
付
し
ま
す
。

（
保
育
料
に
つ
い
て
は
市
が
決
定
）

︹
継
続
入
所
希
望
者
に
つ
い
て
︺

既
に
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
乳
幼
児
に

つ
い
て
は
、
次
年
度
も
継
続
し
て
入
所
を

希
望
す
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

「
現
況
届
兼
保
育
所
継
続
入
所
確
認
書
」

の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
関
係
書

類
は
、
毎
年
12
月
初
旬
頃
に
各
保
育
所
を

通
じ
て
保
護
者
の
方
に
配
布
し
ま
す
。

申  
問 

　

・
市
子
育
て
支
援
課　

保
育
係

　
　

☎
31
・
1
3
8
0

　

・
美
都
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　

☎
52
・
2
3
1
2

　

・
匹
見
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　

☎
56
・
0
3
0
2

　

・
入
所
希
望
保
育
所

　
　
（
電
話
番
号
は
23
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

幼
稚
園
は
子
ど
も
が
初
め
て
出
会
う
学
校

で
す
。

　

市
内
に
は
3
つ
の
私
立
幼
稚
園
が
あ
り
ま

す
。
幼
稚
園
は
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
「
学

校
」
と
し
て
、
３
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま

で
の
子
ど
も
が
、
全
国
ど
こ
で
も
共
通
の
教

育
課
程
（「
幼
稚
園
教
育
要
領
」
文
部
科
学
省

告
示
）
に
基
づ
く
教
育
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※ 

教
育
内
容
等
詳
し
い
こ
と
は
各
園
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、幼
稚
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認

で
き
ま
す
。

◆ 

幼
稚
園
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、「
支

給
認
定
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

︹
入
園
申
込
み
︺

入
園
申
込
み
は
、
各
園
で
受
付
け
て
い
ま

す
。

★ 

申
込
み
の
際
の
必
要
書
類
等
は
各
園
で
異

な
り
ま
す
の
で
、
希
望
の
園
に
直
接
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★ 

い
ず
れ
の
園
も
年
度
途
中
の
入
園
は
可
能

で
す
。

︹
支
給
認
定
︺

支
給
認
定
の
申
請
に
基
づ
き
、
益
田
市
が

支
給
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

① 

支
給
認
定
申
請
…
平
成
29
年
２
月
下
旬
頃

（
予
定
）

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
で
申
請
書
様
式

を
受
取
り
、
各
園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

支
給
認
定
証
交
付
…
平
成
29
年
3
月
下
旬

頃
（
予
定
）

︹
保
育
料
︺

益
田
市
が
定
め
る
保
育
料
（
世
帯
の
所
得

に
応
じ
た
負
担
額
）

★
益
田
天
使
幼
稚
園（
中
吉
田
町
）

 

☎
22
・
1
4
7
7

★
益
田
幼
稚
園（
七
尾
町
） ☎
22
・
1
0
4
1

★
吉
田
幼
稚
園（
元
町
） 

☎
22
・
0
4
0
5

市
内
の
私
立
幼
稚
園

 •

仕
事（
育
休
中
を
含
む
）を
し
て
い
る
方
⇩

就
労
証
明
書

 •

妊
娠
出
産
・
疾
病
障
害
・
介
護
看
護
等
⇩

母
子
手
帳
、
診
断
書
な
ど
状
態
が
確
認
で

き
る
も
の

 •

災
害
復
旧
⇩
罹
災
し
た
こ
と
が
わ
か
る

書
類

 •

求
職
活
動
⇩
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
の
写
し

 •

就
学
⇩
在
学
証
明
書
、
学
生
証
、
時
間

割
な
ど
確
認
で
き
る
も
の

③
入
所
申
込
書
兼
利
用
調
整
申
込
書

④
保
育
料
納
付
に
関
す
る
誓
約
書

⑤
市
民
税
の
税
額
を
確
認
で
き
る
書
類
（
平

成
28
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方

の
み
）

⑥
口
座
振
替
依
頼
書
（
保
育
所
に
入
所
希
望

の
方
の
み
）

︹
入
所
決
定
︺

　

入
所
申
込
時
等
に
面
接
を
行
い
、
後
日
入
所

の
可
否
を
決
定
し
、
通
知
し
ま
す
。

※ 

申
込
者
が
多
数
の
場
合
、
市
の
利
用
調
整

基
準
に
基
づ
き
選
考
を
行
い
ま
す
。

※ 

申
請
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
、
判
明

し
た
時
点
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

 

※ 

入
所
承
諾
に
つ
い
て
は
、
2
月
下
旬
か
ら

3
月
上
旬
を
目
途
に
支
給
認
定
証
お
よ
び

入
所
承
諾
書
を
送
付
し
ま
す
。

※ 

各
保
育
所
の
保
育
内
容
等
の
情
報
に
つ
い

て
は
、
希
望
の
保
育
所
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

︹
保
育
料
の
納
付
︺

保
育
所
に
入
所
さ
れ
る
方
は
口
座
振
替
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
方
は
、
各
施
設

information
健康＆子育てだより

　
入
園
申
込
み
に
つ
い
て

平
成
29
年
度 

益
田
市
私
立
幼
稚
園
入
園
児
を
募
集

し
て
い
ま
す



23  広報ますだ　平成 28　2016 年　12 月号

○保育所の開所時間は、延長時間を含みます。
○上記は10月1日現在ですので、内容に変更が生じる場合があります。

種別 保育所（園）名 定員 所在地・電話番号 開所（平日）

認 益田ひかり保育所 140 七尾町
☎ 22-1467 6:45～21:15

私 めばえ保育園 120 東　町
☎ 22-7343 7:20～20:20

私 すみれ保育園 100 東　町
☎ 23-2655 7:20～19:50

私 豊川保育園 40 大谷町
☎ 22-1629 7:00～19:00

私 真砂保育園 20 波田町
☎ 26-0106 7:00～19:00

認 吉田こども園 90 水分町
☎ 22-1730 7:15～22:00

私 常盤乳児園 50 常盤町
☎ 22-0951 7:15～19:15

私 葵保育園 90 赤城町
☎ 23-0530 7:15～19:15

認 まどころナーサ
リースクール 59 中島町

☎ 23-5470 7:15～19:15

私 雪舟保育所 90 乙吉町
☎ 22-8658 7:15～19:15

私 中須保育所 40 中須町
☎ 22-3215 7:00～19:00

私 原浜保育所 130 久城町
☎ 23-0567 7:00～20:00

私 遠田保育園 50 遠田町
☎ 27-0055 7:15～19:15

私 北仙道保育所 30 大草町
☎ 22-7301 7:30～18:30

私 鎌手保育所 40 西平原町
☎ 27-0578 7:00～19:00

益田市保育施設一覧（順不同）
種別 保育所（園）名 定員 所在地・電話番号 開所（平日）

私 高津保育園 90 高津一丁目
☎ 22-4217 7:15～19:15

私 緑ヶ丘保育所 80 高津八丁目
☎ 23-1283 7:15～19:15

私 うめっこハウス 1 高津四丁目
☎ 22-8588 7:00～19:00

私 小野保育所 40 小浜町
☎ 28-0045 7:00～19:00

私 須子保育園 90 須子町
☎ 23-1709 7:00～20:00

認 明星保育園 60 須子町
☎ 23-4588 7:20～19:20

私 梅賀山保育園 30 本俣賀町
☎ 25-2905 7:00～19:00

私 横田保育園 45 横田町
☎ 25-1001 7:00～19:00

私 若葉保育園 30 横田町
☎ 25-1298 7:00～19:00

私 神田保育園 50 神田町
☎ 25-2094 7:15～19:15

私 まるに保育所 30 白上町
☎ 28-0090 7:00～19:00

私 川登保育園 30 川登町
☎ 28-1067 7:00～19:00

私 わかくさ保育園 20 上黒谷町
☎ 29-0104 7:30～19:30

私 都茂保育所 20 美都町山本
☎ 52-2006 7:00～19:30

私 東仙道保育所 20 美都町仙道
☎ 52-2033 7:00～19:30

公 匹見保育所 45 匹見町匹見
☎ 56-0023 7:15～19:15

平
成
29
年
度 

4
月
か
ら
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
会
申
込
み
を
受
付
け
ま
す

※ 

こ
の
他
、
園
独
自
に
実
費
徴
収
（
給
食

費
、
通
園
費
、
教
材
費
等
）
や
上
乗
せ

徴
収
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

入
園
料
は
保
育
料
に
含
む
た
め
不
要
で

す
。

★ 

支
給
認
定
、
保
育
料
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問   
市
子
育
て
支
援
課　

保
育
係

　

  

☎
31
・
1
3
8
0

︹
対
象
︺
小
学
校
１
〜
６
年
生
の
児
童

︹
実
施
校
区
︺

益
田
、吉
田
、高
津
、安
田
、吉
田
南
、
豊

川
、西
益
田
、中
西
、東
仙
道
、都
茂

︹
開
設
時
間
︺

　

授
業
日　
　
　

 

13
：
00
〜
18
：
00

　

土
曜
日　
　
　

 

7
：
45
〜
18
：
00

　

長
期
休
業
日 　

7
：
45
〜
18
：
00　

　

※ 

た
だ
し
、保
護
者
が
就
労
で
時
間
内

の
お
迎
え
が
で
き
な
い
と
き
、18
：
00

〜
18
：
30
ま
で
延
長
利
用
で
き
ま
す
。

月
額
1
、5
0
0
円
が
必
要
で
す
。

︹
利
用
料
︺

　

月
額　

5
、5
0
0
円

　
（ 

別
途
お
や
つ
代
等 

1
、5
0
0
円
程

度
必
要
）

※ 

2
人
以
上
同
時
入
会
の
場
合
、2
人
目
以

降
は
月
額
4
、0
0
0
円

※ 

就
学
援
助
認
定
世
帯
お
よ
び
生
活
保
護
世

帯
は
、
申
請
す
る
と
利
用
料
が
減
免
と
な

り
ま
す
。
申
請
に
は
認
印
が
必
要
で
す
。

︹
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
︺

　

年
額　

8
0
0
円

︹
受
付
期
間
︺

　

12
月
1
日
㈭
〜
28
日
㈬

※ 

こ
の
期
間
を
過
ぎ
て
申
込
み
を
さ
れ
る

と
、
4
月
1
日
か
ら
の
利
用
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

︹
申
込
方
法
︺

子
育
て
支
援
課
ま
た
は
美
都
住
民
福
祉
課

窓
口
で
申
込
み
を
受
付
け
ま
す
。そ
の
際
、

保
護
者
の
就
労
証
明
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。

※ 

募
集
要
項
は
子
育
て
支
援
課
お
よ
び
美
都

住
民
福
祉
課
で
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

︹
そ
の
他
︺

※ 

現
在
入
会
中
の
方
で
、
継
続
入
会
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
こ
の
期
間
に
ク
ラ
ブ
を
通

じ
て
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
審
査
お
よ
び
選

考
と
な
り
ま
す
。

申  
問 

　

・
市
子
育
て
支
援
課

　
　
（
駅
前
ビ
ル
E
A
G
A
２
階
）

　
　

☎
31
・
0
2
4
3

　

・
美
都
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　

☎
52
・
2
3
1
2

公：公立　私：私立　認：認定こども園
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★大切な未来への情報、「ねんきん定期便」をお届けしています
日本年金機構では、毎年１回、誕生月に国民年金および厚生年金保険の加入者の方に対して、年金加入記録を
ご確認いただくとともに、年金制度に対する理解を深めていただくことを目的として「ねんきん定期便」を
お送りしています。

【35 歳、45 歳、59 歳の方】
年金の受取りに必要となる加入期間を確保するための節目となる年齢の方や、年金の請求を間近に控えた方
には、「封書」のねんきん定期便をお送りしています。年金加入記録の確認方法などを詳しく記載したパンフ
レットや、お知らせした年金加入記録に「もれ」や「誤り」があった場合にご提出いただく「年金加入記録
回答票」を同封しています。

【上記以外の年齢の方】　「ハガキ」のねんきん定期便をお送りしています。
【問い合わせ先】ねんきん定期便等専用ダイヤル ☎ 0570-058-555
　　　　　　　  050 で始まる電話でかける場合 ☎ 03-6700-1144

【年金相談の予約・問い合わせ先】　浜田年金事務所 ☎ 0855-22-0670　  0855-23-0442

《 浜田年金事務所　出張年金相談 》
相 談 日  12月22日㈭  毎月第４木曜日
相談場所 浜田年金事務所
相談時間 13:00 ～ 16:00
※予約不要　当日先着順　

《 浜田年金事務所　手話による年金相談 》
相 談 日  12月27日㈫　毎月第４火曜日
相談場所 市立市民学習センター 102研修室
相談時間 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00

※要予約 毎月10日から受付
※ なお、定員に達した時点で受付は終了します。

予約の際は、お手元に基礎年金番号の分かるものを
ご用意ください。
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広報ますだに掲載する広告を募集中！

※広告料　1 枠（1 号あたり）5,000 円
※隣り合う２つの枠を１枠とすることができます。
※広告の掲載位置は、市が指定した位置とします。

申込方法 ホームページに申込様式があります。
申 込 先  市秘書広報課　☎ 31-0112   23-2456

掲載枠  １枠 … 縦 4.5cm × 横 8.5cm

※�

親
族
の
方
の
承
諾
を
得
た
も
の

の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※ 年金相談には、年金手帳、年金証書、印鑑などをご持参
ください。代理の方の場合には、委任状と、代理の方の
本人確認ができる身分証明書 ( 運転免許証等 )、本人の
認印（請求書を提出する場合）が必要です。
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問い合わせ先：益田税務署  ☎ 22-0444

益田税務署からのお知らせ

社会保障・税番号制度
～マイナンバー制度～

　社会保障・税・災害対策分野において、行政手続の効率性・透明性を高め、国民にとって利便
性の高い公平・公正な社会を実現することを目的として社会保障・税番号制度（マイナンバー
制度）が導入されました。

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

ご案内

申告書等にマイナンバーを記載していただく必要があります。

申告書等を提出する際に、本人確認が必要になります。

記載対象 一般的な場合の提出時期

所得税 平成 28 年分以降の申告書
（平成 28 年分の場合）
⇒平成 29 年２月 16 日から３月 15 日まで

贈与税 平成 28 年１月１日の属する年分以降の申告書
（平成 28 年分の場合）
⇒平成 29 年２月 1 日から３月 15 日まで

消費税
平成 28 年１月１日以降に開始する課税期間に
係る申告書

（平成 28 年分の場合）
⇒平成 29 年３月 31 日まで

相続税
平成 28 年１月１日以降の相続または遺贈に係
る申告書

（平成 28 年１月１日に相続があったことを知った場合）
⇒平成 28 年 11 月 1 日まで

法定調書
（※１）

平成 28 年１月１日以降の金銭等の支払等に係
る法定調書

（平成 28 年分給与所得の源泉徴収票の場合）
⇒平成 29 年 1 月 31 日まで

申請書
届出書

（※２）

平成 28 年１月１日以降に提出するマイナン
バーの記載が必要となる申請書等

各税法に規定する提出時期

※１ 本人へ交付する源泉徴収票等にはマイナンバーの記載は不要です。
※２ 平成 28 年度税制改正により、一部の申請書、届出書等について、マイナンバーの記載が不要になりました。

　マイナンバーを記載した申告書等の税務関係書類を提出する際には、申告されるご本人の本人確認書類の提示又は写
しの添付が必要です。

国 税 に 関 す る
マイナンバー制度の
最 新 情 報

国税庁ホームページ
トップページ上段 をクリック
http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm

◦マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。
◦ご自宅等からe-Taxで送信すれば、本人確認書類の提示または写しの提出が不要です。

◆ マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方は

◆ マイナンバーカードをお持ちでない方は
番 号 確 認 書 類 身 元 確 認 書 類

 《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》
●通知カード
●住民票の写しまたは住民票記載事項証明書
　（マイナンバーの記載があるものに限ります）
　　　　　　　　　　　などのうちいずれか 1つ

 《 記載したマイナンバーの持ち主であることを
確認できる書類》
●運転免許証　　●公的医療保険の被保険者証
●パスポート　　●身体障害者手帳
●在留カード　　　　　などのうちいずれか 1つ

本人確認書類
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◆	島根県芸術文化センター「グラントワ」 　有明町 5-15　☎ 31-1860　 31-1884

【島根県芸術文化センター「グラントワ」】

施 設 情 報

グラナリエ 2016  in  グラントワ
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【雪舟の郷記念館・歴史民俗資料館】

「わが家の宝もの展」が今年も始まりました。今年は市内
小学生の図画工作作品を展示します。子どもならではの
発想で思わず笑みがこぼれる作品
ばかりです。ぜひご覧ください。

■ 日　時 12月5日㈪～平成 29年 1月29日㈰�
� 9：00～17：00�（受付は16：30まで）
■ 会　場 歴史民俗資料館
■ 入館料 一般�200円（160円）、高校生以下無料
� ※（　）内は20名以上団体料金
■ 休館日 火・水曜日、年末年始（12月29日～1月3日）

共同企画展「わが家の宝もの展 2016」開催！！
－歴史民俗資料館・雪舟の郷記念館－

市民の皆さんと一緒に作る
展覧会「わが家の宝もの展」
も、７回目を迎えました。
毎年、意外な宝物や懐かし
い宝物が見られると、市内
だけでなく県外のお客様か
らも好評をいただいていま
す。今年もたくさんの宝物が集まりました！懐かしい・珍
しい・面白い宝ものがいっぱいです。思い出の品や手作り
作品を始め、今話題のアノ品も？！大人から子どもまで楽
しめる盛りだくさんの展示会となっていますので、ぜひ一
度ご覧ください。

わ
が
家
の
宝
物
展
　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊◆	歴史民俗資料館　本町 6-8　☎  23-2635 ◆	雪舟の郷記念館　乙吉町イ1149　☎  24-0500

■ 日　時 12月5日㈪～平成 29年 1月29日㈰�
� 9：00～17：00�（受付は16：30まで）
■ 会　場 雪舟の郷記念館
■ 入館料 一般�300円（240円）、小中高 100円（80円）�
� ※（　）内は20名以上団体料金
■ 休館日 火・水曜日、12月1日～4日
� 年末年始（12月29日～1月3日）

報　告イベント

10月2日、晴天に恵まれ、秋の恒例行事「雪舟さんまつり」
が開催されました。雪舟の郷記念館では館内を無料開放して、
企画展「水墨 – 描き継ぎ語り継ぐ」を大勢のお客様にご覧い
ただきました。また、今年はイベント「かわいいちゅうちゃ
んカードを作ろう！」を行いました。こちらも多くの方にか
わいらしいカードを作っていただきました。

新年にちなみ、自分だけの羽子板を作って、羽根つきをして
遊びませんか。無地の羽子板に絵を描いて飾りつけをしたら、
羽根つき大会で盛り上がりましょう！子どもから大人までど
なたでもご参加いただけます。参加ご希望の方は、歴史民俗
資料館 ( ☎ 23-2635) まで、お早めに申込みください。定員
20 名です。

第１部：羽子板に絵を描こう
第２部：羽根つき大会

★第23回 雪舟さんまつりが開催されました★第２回 「羽子板を作ってあそぼう！」

■ 日　時 平成29年1月8日㈰��9：30～12：00
■ 会　場 益田公民館
■ 料　金  一人 300円（材料費込み）
■ 募集人数  20 名

羽子板に絵を
描いて、一緒に羽根つき

をしよう！

　　　　　　　《歴史民俗資料館＆雪舟の郷記念館 両館共通》◆ 年末年始休館：12/27 ～ 1/4 まで ◆
　　　　　　　※この企画展は、歴史民俗資料館と雪舟の郷記念館との間で相互割引があります。
　　　　　 一方の半券をご持参いただくと、もう一方の施設へ団体割引料金でご入館いただけます。

昨年の第6回の様子

羽子板作り（昨年の様子） 羽根つき大会（昨年の様子）

雪舟小僧さん行列

かわいいちゅうちゃん
カードを作ろう !

「コンクリートポンプ車」
6才の作品

「ぼくのおかあさん」
6才の作品
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広 告 の ペ ー ジ
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広 告 の ペ ー ジ
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問い合わせ先：市立図書館  ☎ 22-4222
ホームページ： http://www.library-masuda.jp

162号

“冬のフェスタ”開催

今年も楽しいおはなしと音楽がいっぱい！
ぜひご家族でお越しください。

【日時】12 月 8 日 ㈭  10：00～11：00
【場所】市立図書館 2 階　視聴覚室
【対象】幼児～大人
【出演】☆おはなしの会　そらまめ
    三隅町の保育園などで定期的に読み聞かせ

を行い、楽しいおはなしを届けています。

 ☆宮崎 真理子さん
    市内の老人ホーム・福祉施設などあらゆる場

所で活動されている“音楽療法士”さんです。

【内容】大型絵本の読み聞かせ・人形劇・歌と楽器の
演奏　など

年末年始の休館日のお知らせ
12 月 28 日 ㈬ ～ 1 月 3 日 ㈫

※ この期間中の本の返却は、入口左横の返却
ポストにお願いします。

✿『わいわい文庫』とは・・・
障害があるために、通常の本では読書が難しい子
どものためのパソコンで読める電子図書です。CD
をパソコン（Windows）に挿入するだけで、図書
を再生することができます。一枚のCDに絵本など
のおはなしが十数タイトルおさめられています。

✿マルチメディア DAISY 図書の特徴
・音声と一緒に文字や絵が表示される。
・読み上げているフレーズの色が変わる。
・文字の大きさ、音声のスピード、文字や背景の色

を選ぶことができる。

※『わいわい文庫』の貸出しは、障害のある方が対象です。
（一部どなたでも利用できるものもあります）貸出しを
希望される方は、カウンターで問い合わせください。

わいわい文庫
～マルチメディア DAISY 図書～

マルチメディア DAISY 図書の『わいわい文庫』が
19 冊入りました。

※教室への申込みは事前に電話または FAX でお願いします。
※ 平日でも対応できる教室があります。出前教室に対応できる教室も

ありますのでお気軽に問い合わせください。

年末年始の休館について　工場棟・啓発棟　12/29 ㈭ ～ 1/3 ㈫ まで　4 日から平常通り

12 月の体験教室

3日 ㈯
キャンドル作り
家具のお手入れ教室

13:00 ～ 15:00
13:00 ～ 14:00

4日 ㈰
廃食油石けん作り
うで抜き作り

10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 16:00

7日 ㈬ がま口作り 13:00 ～ 15:00

10日 ㈯
ガラスアクセサリー作り
サンドブラスト

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00

11日 ㈰
無添加石けん作り
衣類のリフォーム相談

10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 16:00

17日 ㈯
新聞エコバッグ作り
パッチワーク

10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 16:00

18日 ㈰
レジ袋ストッカー作り
余り毛糸の編み物

10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 16:00

24日 ㈯ 衣類のリフォーム相談 13:00 ～ 16:00

25日 ㈰ 季節のドアプレート作り 10:00 ～ 12:00

28日 ㈬ しめ縄作り 10:00 ～ 11:30

12月18日㈰『再生品家具抽選会』
（11 月中旬より受付開始）

申込締切：12/18　午前 10 時 30 分
抽選時間：12/18　午前 11 時より

（無料家具 3 点は当日ジャンケンで勝った方に差し上げます）

♪家具のお手入れ教室
シール剥がしや、キズかくしなど家庭でも実践できるお手入れ方
法を教えます。家具を持ち込む必要はありません。

♪しめ縄作り　持 作業のできる服装　参 500 円

市リサイクルプラザ啓発棟（休館日 : 火曜日） 
下波田町 490　☎ 26-7474　 26-7475

plaza-kei@maro-v.jp
ホームページ  http://www.m-sougou.net/plaz-kei/index.htm

みんなできてね♪
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○ 施設関係

本
　
庁

交
通

（ 住民票の写、印鑑登録証明書、所得証明
書の自動交付）

市役所
　本庁・総合支所・地区振興センター

人権センター・総合福祉センター
子育て支援センター
匹見澄川診療所
匹見道川診療所
美都診療所
リサイクルプラザ啓発棟
斎場「松聖苑」
市立市民学習センター
市立図書館・美都図書館
益田運動公園
匹見中央公園
グラントワ
美濃地屋敷
歴史民俗資料館・雪舟の郷記念館
秦記念館
ふれあいホールみと

生活バス

マックスシステム

年末年始の業務

12/29 ㈭〜 1/3 ㈫

12/31（土）	〜	1/3（火）

12/29（木）	〜	1/3（火）
12/29（木）	〜	1/3（火）
12/29（木）	〜	1/5（木）
12/28（水）	〜	1/4（水）
12/29（木）	〜	1/3（火）
12/29（木）	〜	1/3（火）
1/1（日・祝）	〜	1/2（月・振）
12/29（木）	〜	1/3（火）
12/28（水）	〜	1/3（火）
12/30（金）	〜	1/3（火）
12/29（木）	〜	1/3（火）
12/27（火）	〜	1/1（日・祝）
12/29（木）	〜	2/28（火）まで休業
12/27（火）	〜	1/4（水）
12/29（木）	〜	1/3（火）
12/29（木）	〜	1/3（火）

12/31（土）	〜	1/3（火）

※ 休業中、戸籍関係届（出生・婚姻・死亡等）の受領、
埋葬許可申請書の受付・交付は取扱います。

福
祉

医		

療

衛
生

教
育

運
動

観
　
光

休　業　日

○ 衛生関係「ごみ出しは計画的に」 ○ 休日応急診療

月・木　収集地区
（ 益田、東部、西部、匹見

第二地区）

火・金　収集地区
（ 吉田北 A・B、吉田南、
 高津、美都、匹見第一地区）

燃やせるごみ
益田地区広域クリーンセンター

容器プラ・埋め立て・木製家具
	益田市リサイクルプラザ工場棟

益田地域・美都地域
年内の汲取りは 12/13（火）までに受付けた
もの。

匹見地域
 年内の汲取りは 11/30（水）までに受付けた
もの。道川地区については 11/22（火）。

年間計画表
どおり

年　　末業　　　務 年　　始

燃
や
せ
る
ゴ
ミ

ゴ
ミ
の
直
接
搬
入

し
尿
汲
取
り

最終収集日
12/29（木）

初回収集日
1/5（木）

最終収集日
12/30（金）

初回収集日
1/6（金）

12/28（水）
16:30 まで

1/4（水）
9:00 ～

12/30（金）
16:30 まで

1/4（水）
9:00 ～

※受付時間　9:00 〜 12:30
※必ず電話で確認してください

医 療 機 関 ・ 薬 局

12/31（土）
休日応急診療所 31-4199

あけぼの調剤薬局 31-0195

1/1（日・祝）
いしみつ耳鼻咽喉科
クリニック

31-4133

益田薬局緑ケ丘店 24-1541

1/2（月・振）
休日応急診療所 31-4199

ベニヤ薬局 22-0037

1/3（火）
休日応急診療所 31-4199

甲佐薬局大和通店 22-2936

1/4（水） 各診療所へ問い合わせください。



投稿大募集！ 「プラサ DE ますだん」へあなたも投稿しませんか？

ますだん = ますだ + アン

例：ヨーロピアン・コリアン
（人を意味する接尾辞）

広　場

★「ますだんの輪」
クラブ・サークルなど、益田市内で活動するさまざまな団体を紹介します。
掲載を希望する団体は下記まで問い合わせください。

★「伝えたいことば～ありがとうのメッセージ」
身近な出来事などに対する感謝の気持ちを伝えませんか。市民課、各総合支所住民
福祉課、各地区振興センター（公民館）で投稿可能です。各号の締切日までに秘書広報課で受付けたものを掲載します。

★「ますだん掲示板」
各種募集やイベント情報などを投稿できます。内容は、市内在住・在勤者が主催するもので、市内の公共施設、その
他の不特定多数の人が利用できる場所を会場とするものに限ります。

【申込み・問い合わせ先】
掲載の申込みや掲載できる内容に関しては、秘書広報課（☎31-0112）までご連絡ください。
掲載要領と指定の掲載用紙をお渡しします。また、市ホームページでも掲載要領を確認できます。

［ http://www.city.masuda.lg.jp/ ］

市民の皆さんの声でつくる
コーナーです。
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※ 
広
報
ま
す
だ
は
、
市
役
所
（
各
総
合
支
所
含
む
）、
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
、

市
立
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
、
グ
ラ
ン
ト
ワ
に
も
備
え
て
い
ま
す
。

※
音
訳
・
点
訳
の
広
報
も
あ
り
ま
す

　
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
萩
・

石
見
空
港
マ
ラ
ソ
ン
。
我
が
家
は
毎

年
全
員
参
加
の
恒
例
行
事
だ
っ
た
の

で
す
が
、
今
年
は
エ
ン
ト
リ
ー
し
損

ね
て
し
ま
い
、
連
続
参
加
も
5
年
で

止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
大
会
の
数
日
前
か
ら
、
い
ろ
ん
な

方
が﹁
今
年
は
何
キ
ロ
走
る
の
？
﹂と

声
を
か
け
て
く
れ
た
の
で
す
が
、﹁
今

年
は
走
り
ま
せ
ん
﹂
と
答
え
る
の
が

申
し
訳
な
い
や
ら
悔
し
い
や
ら
⋮
。

大
会
後
も
写
真
や
大
会
成
績
を
眺
め

な
が
ら
、
知
人
の
頑
張
り
を
見
つ
け

て
は
﹁
す
ご
い
な
ぁ
。
私
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
れ
ば
良
か
っ
た
な
ぁ
。﹂と
悔

や
む
ば
か
り
で
す
。

　
さ
て
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
約
１

カ
月
。
や
り
残
し
た
こ
と
は
な
い
か

と
1
年
を
振
り
返
る
と
、
あ
れ
こ
れ

思
い
浮
か
び
、
な
ぜ
か
急
に
気
忙
し

く
な
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

平
成
28
年
の
終
わ
り
に
後
悔
し
な
い

よ
う
に
、
最
後
の
1
カ
月
は
積
極
的

に
動
い
て
み
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。

︵
み
ぃ
︶

市の人口（10月未現在）市の人口（10月未現在）
世帯　21,549 世帯 （△ 5）
人口　48,085 人  （△ 48）
男性　22,660 人  （△ 27）
女性　25,425 人  （△ 21）
出生　34 人 死亡　65 人
転入　80 人 転出　98 人
※（　）内は前月比
※住民基本台帳より

編
集
後
記

【申込み・問い合わせ先】市秘書広報課		☎ 31-0112		FAX 23-2456
	 	hisyo@city.masuda.lg.jp　

1歳 1歳 3歳 4歳

宮迫 捺
な な と

叶くん上野 柊
しゅうな

奈ちゃん城市 凰
おうすけ

丞くん 中島 啓
けい

 くん

ななくん 4 才おめでとう
♪いつも優しいななくん
がだいすきだよ☆
投稿者：父さん・母さん

柊ちゃんたんじょうびおめ
でとう。いつもわらわせて
くれる柊ちゃんがすき☆
投稿者：母さん

お誕生日おめでとう☆笑
いと感動をいつもありが
とね♥大好きよ♥
投稿者：お父さん・お母さん

我が家のアイドル啓君♥
これからも啓君らしくの
びのびと元気に育ってね ！
投稿者：とと＆かか

発行月にお誕生日を迎える 20 歳未満のお子さんの写真を募集します。お子さんの氏名と投稿者の氏名、メッセージを掲載します。
掲載は受付順です。被写体の承諾については投稿者の責任となります。掲載の申込みや掲載要領に関しては、秘書広報課まで
問い合わせください。  ☆市ホームページでも掲載要領を確認できます。［ http://www.city.masuda.lg.jp/ ］

募集しています 『 2月生まれのますだん』 大募集！　 申込期間は 12/1 ㈭～ 12/14 ㈬です。


